システムの — 
コンフイグレーシヨ;: 



I/O ボードのチップに搭載されている巨 asic Input Output System 旧 lOS) の設定:方まやユーティリティの 
操作方法について説明します。また、巨 IOS の設を值などをクリアする手順についても説明しています。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、正 
しく設定してください。 


システム BIOS - BIOS Configuration/ 
Setup ユーテイリテイ -( 一 100 ページ ）. 


専用のユーティリティを使った BIOS の設を方法 
について説明しています。 


SAS RAID コンフィグレーション 

(一 138 ページ） . 標準装備の SAS RAID ボード (A) じ対するコン 

フィグレーション方法について説明しています。 

Remote Supervisor Adapter II (RSA II ) 

(一 148 ページ） . 本装置をリモート制御するためのアダプタの設定 

について説明します。 

ASM Web インタフェースを開いての 

基本機能設定(一 150 ページ） . Web ブラウザからリモートスーパーバイザアダプ 

夕 II にアクセスする方法について説明します。 


0NL-4142aN-180Re3-000-0 日 -0601 


99 









システム BIOS 


- BIOS Configuration/Setup ユーテイリティ - 


巨 IOS Configuration/Setup ユーティリティは本装置の基本八ードウエアの設定を行うため 
のユーティリティ、ソールです。このユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準で 
インストールされているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

巨 IOS Configuration/Setup ユーティリティで設定される内容は、化荷時に本装置にとって 
最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんどの場合において BIOS Configuration/ 
Setup ユーティリティを使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 


fl-O • BIOS Confi 呂 uration / Setup ユーティリティの操作は、システム管理者(アドミニス 
トレータ）び巧ってください。 

• BIOS Confi 呂 uration / Setup ユーティリティでは、パスワードを設定することびでき 
ます。パスワードには、 「 Administrator 」 と 「 Power - on 」 の2つのレベルびありまず。 
「 Administrator 」 レベルのパスワードで BIOS Confi 呂 uration / Setup ユーテイリ 
ティを起動した場台、すべての項目の変更びでさまず。 

「 Administrator 」 のパスワードび設定されている場合、口 ower - on 」 レベルのパス 
つー ドでは、システムの情報確認のみび可能で、設定変更はできません。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュ ー) びありまず。これ5の項目は、出荷時の設 
定 m がの値(パラメータ）に変更しないでください。これ5の項目の値を変更ずると、装 
置の動作の保証がでをなくなるばかりでなく、装置び故障ずるおそれびありまず。 

• 本装置には、最新のパ’ージョンの BIOS Confi 呂 uration / Setup ユーティリティびイン 
ストールされていまず。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びあ 
ります。設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問 
い合わせてください。 
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POST の起動中に丸で囲んだ部分が表示されたらく F レ羊一を押してください。 POST 終了後 
に目 IOS Configuration/Setup ユーティリティが起動します。 


Symmetric Multiprocessing System 
Dual-Core Intel Xeon MP 〜 3.0 GHz 

02048 MB Memory: Installed 
2 Processor Packages Installed 


NEC 



曰システムの n ンフイグレ—シヨン 
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画面の見方とキーのほい方 


羊ーボード上の次の羊一を使って BIOS Configuration/Setup ユーティリティを操作します 
(车一の機能については、画面下にも表示されています）。 


行頭に■があるもの 
は <Enter> キーを押 
すとサブメニューが 
化る 


行頭に■がないもの 
は <Enter> キーを押 
すとその表示内容が 
実行される 


Devices and I/O ports 

Serial Port A 

[Port 3F8, IRQ 4] 

Serial Port B 

[Port 2F8, IRQ 3] - 

、 ■ Remote Console Redirection 


Mouse 

[Installed] 

Planar Ethernet 

[Enabled] 

Planar SAS 

[Enabled] 

Diskette Controller 

[Disabled] 

_Diskette Drive A 

[Not Installed] 

■ Video 


■ IDE Configuration Menu 



<F1> Help <t> 
<Esc> Exit 


: i> Move < 一 > Next Values <F9> Restore Setting 
< 卜 > Preveous Values <F10> Default Setting 


パラメータ（選択する 
と文字が反転する） 


キーの 機能説明 


カーソルキー （ t 、古） 


力ーソル キ ー（^、 一） 
<Esc> キー 
< F レキー 


<F9> キー 
才10>キー 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

現在選択されているパラメータの値を変更します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティの操作でわからないことがあったときはこの 
キーを押してください。目 IOS Configuration/Setup ユーティリティの操作についてのへ 
ルプ画面が表示されまず。 <Esc> キーを押ずと、元の画面に戻ります。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合がありまず）。 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティの設定内容を保をし、 BIOS Configuration/ 
Setup ユーテイリテイを終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を 
例を示します。 


起動関連 


本装置に接続している起動デバイスの順番を変える 

rStart Options 」 一 ！" Startup Sequence Options 」 一起動順唐を設定:する 

起動させたい PCI ス□ットを設定する 

r Start Options」 一 「PCI Device Boot ド|1〇「け乂」一目〇〇1:させたいス111、ソトを設走! する 

I ; • PCI スロットの起動優先順位のデフオルト値は PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 
rpn 一 PCI #6 の順です。 

• ディスクアレイコントローラなど、オプションボードによっては本体に 2 枚に Lb 取り付 
けた場合は、この機能は有効となりません。 


CPU 関連 


搭載している CPU のが態を確認する 

「System Summary 」 一 「Processor Summary 」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とプ□セ、ソサボード上のソケット位置は下図のように対応し 
ています。 



曰システムの n ンフイグレ—シヨン 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced Setup 」 イ Memory Settings 」 一 「Memory Card 1/ Memory Card 2/ Memory 
Card 3/ Memory Card 4」一それぞれのメモリバックボードの表示を磕認する 

画面に表示されているメモリカード番号とプ□セ、ソサボード上のメモリバックボードス□、ソ 
卜の位置は下図のように対応しています。 


Memory Card 2 Memory Card 3 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 


「Advanced Setup 」 一 「Memory Settings 」 一 「Memory Card 1/ Memory Card 2/ Memory 
Card 3/ Memory Card 4」一 「Bank Is Enabled 」 一再起動するとクリアされる 


メモリミラーリング機能を有効にする 

「Advanced Setup 」 一 「Memory Settings 」 ィ Memory Array Setting 」 一 「FAMM (Full 
Array Memory 1\/1打〇加9)」を選択する 

メモリ Hot Add 機能を有効にする 

「Advanced Setup 」 一 「Memory Settings 」 一 「Memory Array Setting 」 イ HAM (Hot Add 
Memory )」 を選択する 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

rSystem Security 」 一 「 Powe「-on Password / Administrator Password 」 ーパスワードを 
入力する 

Administrator Password . Power-on Password は個別に設定することができます。ただ 
し、 Power-on Password で□グインした場合は 、 BIOS Configuration/Setup ユーティリ 
ティにおいてシステムの情報磕認のみが巧能で、設を変更はできません。 


内蔵の I / O コント□—ラ関連 


内蔵の I / O コント□ーラに対する設定をする 

「Devices and I/O Ports 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 


PCI デバイス関連 


PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced Setup 」 一 「PCI Slot/Device Information 」 一それぞれのデバイスに対して設走! 
をする 


エラー □グ関連 


POST エラー□グを表示/クリアする 

FEvent/Error Logs 」 一 「POST Error Log 」 一橫化されたエラーのうち最新の3つを表示しま 
す。く£|1ぉ「>车一を押すとエラーをクリアします。 

System エラー Log を表示/クリアする。 

FEvent/Error Logs 」 一 ！" System Event/Error Log 」 一橫止!された最新のエラー□グを表示し 
ます。く t >、 <1>车一で画面をスク□ールし、表示内容を変更できます。く[が6「>车一を押 
すとエラーをクリアします。 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit Setup 」 一 「 Yes , save and exit the Setup Utility 」 まには 「Save Settings 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit Setup 」 一「 N0 , exit the Setup Utility without saving 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

「Load Default Settings 」 
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各メニユーの説明 


メニュー画面ごとに説明します。 

メインメニュー 

目 lOSConfiguration / Setup ユーティリティを起動するとじ(下の画面が起動されます。この 
画面で各種設定: MENU の起動ならびに設を情報の保存や BIOS Configuration / Setup ユー 
ティリティの終了ができます。 

項目の前に「■」巧がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが 
表示されます。 


Configuration/Setup Utility 

■ System Summary 

■ System Information 

■ Devices and I/O Ports 

■ Date and Time 

■ System Security 

■ Start Options 

■ Advanced Setup 

■ Event/Error Logs 

Save Se 扣 ngs 
Restore Settings 
Load Default Settings 

Exit Setup 
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System Summary 

Main メニューでに ystem Summary 」 を選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 


System Summary 

■ Processor Summary 


■ USB Device Summary 


Memory: Installed 

2048 MB 

Diskette Drive A 

Not Installed 

Primary Master Device 

CD-ROM 

Primary Slave Device 

Not Installed 

Mouse 

Installed 

System Memory Type 

DDR 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor Summary 

- 

選択するとサブメニューを開きます。 

USB Device Summary 

- 

選択するとサブメニューを開きます。 

Memory : Installed 

- 

搭載されているメモリの容量を表示します 
(表示のみ）。 

Diskette Drive A 

— 

フ□、ソピーディスクドライブ A のタイプを表 
示しまで表示のみ）。 

Primary Master Device 

- 

内蔵の IDE デバイスのタイプを表示します（表 
示のみ）。 Primary Master (こは標準で DVD - 
R 0 M ドライブが搭載されます。 

Primary Slave Device 

— 

内蔵の DE デバイスのタイプを表示します（表 
示のみ）。 

Mouse 

— 

マウスが接続されているかどうかを表示しま 
す（表示のみ）。 

System Memory Type 

- 

搭載しているメモリのタイプを表示します 
(表示のみ）。 


曰システムの n ンフイグレ—シヨン 
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Processor Summary 


Main メニユーで ！" System Summary 」 サブメニユーを選択すると、下の画面が表示されま 
す。それぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 


Processor Summarv 

■ CPUIDs 

■ CPU Platform IDs 

■ CPU Microcode Levels 

■ Processor Speeds 

■ L2 Cache Sizes 

■ L3 Cache Sizes 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

CPUIDs 

- 

搭載しているプ□セ、ソサの D を表示します 
(表示のみ）。プ□セ、ソサが実装されていな 
い場合は「0」と表示されます。 

CPU Platform IDs 

- 

搭載しているプ□セ、ソサの Platform ID を表示 
します（表示のみ）。 

CPU Microcode Levels 

- 

搭載しているプ□セ、ソサのマイク□コードレ 
ベル（レビジョン）を表示します（表示の 
み）。 

Processor Speeds 

- 

搭載しているプ□セ、ソサのク□ックスピード 
を表示します（表示のみ）。 

L 2 Cache Sizes 

- 

搭載しているプ□セ、ソサの L 2 キャッシュサイ 
ズを表示します（表示のみ）。 

L 3 Cache Sizes 

- 

搭載しているプ□セ、ソサの L 3 キャッシュサイ 
ズを表示します（表示のみ）。 















USB Device Summary 

Main メニユーの System Summary サブメニユーで 「 US 目 Device Summary 」 を選択すると、 
W 下の画面が表示されます。この項目では US 目デバイスの情報を表示します。 

USB Device Summary 
Type - Speed - Manufacturer/ Product 

HID - Full - IBM / PPG l/F 


曰システムの n ンフイグレ—シヨン 
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System Information 

Main メニューで 「System Information 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示され 
ます。 


System Information 

■ Product Data 

■ System Card Data 


項目の前に 「■」 がついているメニューは、選択してく Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表 
示されます。 


Product Data 

Main メニューの System Information サブメニューで 「Product Data 」 を選択すると、 U 下の 
画面が表示されます。 


Product Data 

Machine Type/Model 

XXXXXXX 

System Serial Number 

xxxxxxx 

System UUID Number 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

System Board Identifer 

xxxxxxxxxxx 

System Asset Tag Number 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

BIOS Version 

x.xx 

BIOS Date 

xx/xx/xx 

BIOS Build Level 

xxxxxxxxx 

Diagnostics Version 

x.xx 

Diagnostics Date 

xx/xx/xx 

Diagnostics Build Level 

xxxxxxxxx 

ASM Adapter ROM Version 

x.xx 

ASM Adapter ROM Date 

xx-xx-xx 

ASM Adapter ROM Build Level 

xxxxxxxx 

Hot Plug Controller Version 

x.xx 


Product Da ねでは装置の情報や、使用するユーティリティの情報を表示します。 
項目については次の表を参照してください。 








項 目 

パラメータ 

説 明 

Machine Type/Model 

— 

工場内で管理用に使用される番号を表示しま 
す（表71^のみ）。 

System Serial Number 

- 

System UUID Number 

- 

System Board Identifier 

- 

System Asset Tag Number 

- 

装置のコード、ハードウェアに、シリアル番 
号を表示します（表示のみ）。 

例） NCN 81001日 66 XHWID 03 C 8 HSN 1234567 

コード: N 8100 -1066 

八ードウェア D : 03 C 8 H 
シリアル番号：1234567 

BIOS Version 

- 

システム BIOS のバージョンを表示します 
(表示のみ）。 

BIOS Date 

- 

システム BIOS の作成日を表示します 
(表示のみ）。 

BIOS Build Level 

- 

システム BIOS の作成レベルを表示します 
(表示のみ）。 

Diagnostics Version 

- 

試験彭断プ□グラムのバージョンを表示しま 
す（表示のみ）。 

Diagnostics Date 

- 

試験彭断プ□グラムの作成日を表示します 
(表示のみ）。 

Diagnostics Build Level 

- 

試験彭断プ□グラムの作成レベルを表示しま 
す（表示のみ）。 

ASM Ada 内 er ROM Version 

- 

Advanced Server Management ( ASM ) 
アダプタじ搭載されている ROM のバージョン 
を表示します（表示のみ）。 

ASM Adapter ROM Date 

- 

ASM アダプタに搭載されている ROM の作成 
日を表示します（表示のみ）。 

ASM Adapter ROM Build 
Level 

- 

ASM アダプタじ搭載されている ROM の作成 
レベルを表示します（表示のみ）。 

Hot Plug Controller Version 

- 

ホ、ソトプラグコント□—ラのバージョンを表 
示しま "5 1お示のみ）。 
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System Card Data 


Main メニューの System Information サブメニューで 「System Card Data 」 を選択すると、 
W 下の画面が表示されます。 


System Card Data 


FRU 

Unique 

Mfg 


Number 

Number 

ID 

Processor Card 

xxxxxxx 

XXXXXXXXXXX 

xxxx 

10 Planner 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

PCI Card 

xxxxxxx 

XXXXXXXXXXX 

xxxx 

Memory Card 1 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

Memory Card 2 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

Memory Card 3 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

Memory Card 4 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

DASD Backplane 1 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

Power Supply #1 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

Power Supply #2 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 

Power Backplane 

xxxxxxx 

xxxxxxxxxxx 

xxxx 


System Card Data では装置内じ搭載されている部品の工場内での管理番号を表示します。 
を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor Card 

- 

プ□セ、ソサボードの管理に使用される情報を 
表示します（表示のみ）。 

10 Planner 

- 

I/O ボードの管理に使用される情報を表示しま 
す（表示のみ）。 

PCI Card 

- 

PCI-X ボードの管理(こ使用される情報を表示 
します（表示のみ）。 

Memory Card 1 

- 

メモリバックボード1の管理に使用される情報 
を表示します（表示のみ）。 

Memory Card 2 

- 

メモリバックボード2の管理に使用される情報 
を表示します（表示のみ）。 

Memory Card 3 

- 

メモリバックボード3の管理に使用される情報 
を表示します（表示のみ）。 

Memory Card 4 

- 

メモリバックボード4の管理(こ使用される情報 
を表示します（表示のみ）。 

DASD Backplane 1 

- 

DASD ( SAS ) バックプレーンの管理に使用さ 
れる情報を表示します（表示のみ）。 

Power Supply #1 

- 

電源ユニット#1の管理に使用される情報を表 
示しま "5 1お示のみ）。 

Power Supply #2 

- 

電源ユニット#2の管理に使用される情報を表 
示しま "5 1お示のみ）。 

Power Backplane 

- 

電源ノ \、ソクプレーンの管理(こ使用される情報 
を表示します（表示のみ）。 




















Devices and I/O Ports 

Main メニューで 「Devices and I/O Ports 」 を選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 


Devices and I/O ports 

Serial Port A 

[Port 3F8, IRQ 4] 

Serial Port B 

[Port 2F8, IRQ 3] 

■ Remote Console Redirection 


Mouse 

[Installed] 

Planar Ethernet 

[Enabled] 

円 anar SAS 

[Enabled] 

Diskette Controller 

[Disabled] 

Diskette Drive A 

[Not Installed] 

■ Video 


■ IDE Configuration Menu 



を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

[Port 3 F 8, IRQ 4] 
Port 2 F 8, IRQ 3 

Port 3 E 8, IRQ 4 

Port 2 E 8, IRQ 3 
Disabled 

PnP 

Auto-configure 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 
有効の場合には、ベースアドレスおよび割り 
込みを設定します。 

Serial Port 己 

Port 3 F 8, IRQ 4 
[Port 2 F 8, IRQ 3] 
Port 3 E 8, IRQ 4 

Port 2 E 8, IRQ 3 
Disabled 

PnP 

Auto-configure 

シリアルポート己の有効/無効を設定します。 
有効の場合には、ベースアドレスおよび割り 
込みを設定します。 

Remote Console Redirection 

- 

Remote Console Redirection サブメニユーを 
表71^します。 

Mouse 

[ Installed ] 

Not Installed 

マウスを使用/未使用を設定します。 

Planner Ethernet 

[ Enabled ] 

Disabled 

I / O ボード上の LAN コント□ー ラの有効/無効 
を設定します。 

Planner SAS 

[ Enabled ] 

Disabled 

I / O ボード上の SAS コント□ーラの有効/無効 
を設定します。 

Diskette Controller 

[ Disabled ] 

Enabled 

フ□、ソピーディスクコント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Diskette Drive A 

[ N 饥 Installed ] 

1.44 MB 3.5" 

フ□、ソピーディスクドライブ A の設定をしま 
す。本装置ではドライブ A をサポートしてい 
ないので 「Not Installed 」 に設定されていま 
す。 

Video 

- 

Video サブメニューを表示します。 

IDE Configuration Menu 

- 

IDE Configuration Menu サブメニューを表示 
します。 


[]： 化荷時の設定 
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Remote Console Redirection 


Main メニューの Device and I/O Ports サブメニューで 「Remote Console Redirection 」 を 
選択すると、下の画面が表示されます。 


Remote Console Redirection 

Remote Console Active 

[Disabled] 

Remote Console COM Port 

[COM1] 

Remote Console Baud Rate 

[19200] 

Remote Console Data Bits 

[8] 

Remote Console Parity 

[None] 

Remote Console Stop Bits 

[1] 

Remote Console Text Emulation 

[ANSI] 

Remote Console Keyboard Emulation 

[ANSI] 

Remote Console Active After Boot 

[Disabled] 

Remote Console Flow Control 

[Disabled] 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Remote Console Active 

[ Disabled ] 

Enabled 

リモートコンソールの有効/無効を設定しま 
す。 

Remote Console COM Port 

KOMI ] 

COM 2 

リモートコンソールで使用する I/O ポートを選 
択します。 

Remote Console Baud Rate 

[19200] 

38400 
己7600 

115200 

9600 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 

Remote Console Data Bits 

[8] 

己 

6 

7 

データビットを設定します。 

Remote Console Parity 

[ None ] 

Odd 

Even 

パリティの設定を選択します。 

Remote Console Stop Bits 

[1] 

2 

ストップビットの設定をします。 

Remote Console 

Text Emulation 

[ ANSI ] 

VT 100/ VT 220 

テキストエミュレーシヨンのタイプを設定し 
ます。 

Remote Console 

Keyboard Emulation 

[ ANSI ] 

VT 100/ VT 220 

キーボードエミュレーシヨンのタイプを設定 
しよす0 

Remote Console Active 

After Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

ブート後のリモートコンソールの設定をしま 
す。 

Remote Console Flow 

Control 

[ Disabled ] 

Enabled 

フロー制御の設定をします。 


[]： 化荷時の設定 



















Video 

Main メニューの Device and I/O Po け s サブメニューで 「 Video 」 を選択すると、下の画面 
が表示されます。 


Video 

Video Controller 


ATI RADEON VE 

Video Memory 


16384 KB 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Video 

- 

ビデオコント□ーラのを称を表示します。 

Video Memory 

- 

搭載されているビデオメモリの容量を表示し 
ます。 


[]： 出荷時の設定 


IDE Configuration Menu 

Main メニユーの Device and I/O Ports サブメニユーで 「IDE Configuration Menu 」 を選択す 
ると、 JU 下の画面が表示されます。 


IDE Configuration Menu 

Primary IDE Channel [Enabled] 

■ Master Device 

■ Slave Device 


を項目じついては次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Primary IDE Channel 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵のプライマリ DE デバイスの有効/無効を 
設定します。 

Master Device 

- 

選択するとプライマリマスタデバイス（標準 
装備の DVD-ROM ドライブ）の内容を表示し 
ます。（表示のみ） 

Slave Device 

- 

選択するとプライマリスレーブデバイスの内 
容を表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Date and Time 

Main メニューで 「Date and Time 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 


Date and Time 

Time 

[11:08:21] 

Date 

[05/23/2005] 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

Date 

MM / DD/YY 

日付の設定をします。 










System Security 

Main メニューで 「System Security 」 サブメニューを選択すると、]:>(下の画面が表示されます。 


System Security 

■ Power-on Password 

■ Administrator Password 


を項目を選択するとサブメニューが表示されます。 


Power-on Password 

System Security サブメニューで 「 Power-on Password 」 サブメニューを選択すると、 U 下 
の画面が表示されます。 


Power-on Password 


Enter vour new power^-on Password twice. 

Enter power-on Password [ 

] 

Enter power-on Password Again [ 

] 

Change power-on Password 

Delete powe 卜 on Password 



を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Enter Power-on Password 

7 文字までの英数字 

パワーオンパスワードを入力します。 

Enter Power-on Password 
Again 

7 文字までの英数字 

設定したパワーオンパスワードの変更を保存 
します。パスワードを新規に登録した場合 
は、入力の後本メニューを選択し、 < Enter > 
キーを押してください。また、設定したパス 
ワードを有効(こするためにはユーティリティ 
を終了する際に必ず変更内容を保存して<だ 
さい。 

Change Power-on Password 

- 

設定したパワーオンパスワードを変更します。 

Delete Power-on Password 

- 

設定したパワーオンパスワードを削除します。 


[]： 化荷時の設定 


n-O OS のインストール前にパスワードを設定しないでくださし、。 


^ パワーオンパスワードとアドミニストレータパスワードは、同一のものを使用できません。 

ピエック I 


Pl ; • Power - on パスワードを忘れてしまった場合は、保ずサービス会社に連絡してパスワー 
ドをクリアしてもらってください。 

• Powe 卜 on パスワードをクリアする場合は 、 [Delete Power-on Password ] で Enter キーを 
押すか、パスワード入力画面でブランクに設をすることでクリアできます。 
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Administrator Password 


System Security サブメニューで 「Administrator Password 」 サブメニューを選択すると、 
W 下の画面が表示されます。 


Administrator Password 



Enter your new administrator password twice. 

Enter Administrator Password 

[ 

] 

Enter Administrator Password Again 

[ 

] 

Change Administrator Password 

Delete Administrator Password 

Power-on password changeable by user 

[No] 



を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Enter Administrator Password 

7 文字までの英数字 

アドミニストレータパスワードを入力します。 

Enter Administrator Password 
Again 

7 文字までの英数字 

アドミニストレータパスワードを再入力しま 
す。 

Change Administrator 
Password 

- 

設定したアドミニストレータパスワードの変更 
を保存します。パスワードを新規に登録した場 
合は、入力後、本メニューを選択し、 <Enter> 
キーを押してください。また、設定したパス 
ワードを有効にするためにはユーティリティを 
終了する際に必ず変更内容を保存してくださ 
しん 

Delete Administrator 
Password 

- 

設定したアドミニストレータパスワードを削除 
します。 

Power-on password 
changeable by user 

[No] 

Yes 

ユーザーでのパスワード変更の可否を設定し 
ます。 


[]： 化荷時の設定 


I — "〇 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パワーオンパスワードとアドミニストレータパスワードは、同一のものをイ吏用できません。 

厅ェック I • アドミニストレータパスワードを登録し、 「Power-on password changeable by user」 
を 「No」 (出荷時の設赵(こしておくと、パワーオンパスワードで BIOS Configuration/ 
Setup ユーティリティを起動すると 「System Summary」 と ["System Information」 のみ 
が表示されます。 「Yes」 (こすると、その他(こ ["System Security -> Power on 
Password」 のみが表示されます。 




















start Options 

Main メニューでにねけ Options 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 
を項目については次ページの表を参照してください。 


Start Options 

■ Startup Sequence Options 


Planar Ethernet PXE/DHCP 

[Planar 曰 hernet 1] 

PCI Device Boot Priority 

[Planar SAS] 

Disketteless Operation 

[Enabled] 

Keyboard less Operation 

[Enabled] 

Keyboard Numlock State 

[Off] 

USB Legacy 

[Enabled] 

USB Disk 

[Enabled] 

Boot on POST /B に S Error 

[Disabled] 

Boot Fail Count 

[Disabled] 

Rehook INT19h 

[Enabled] 

Virus Detection 

[Disabled] 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Startup Sequence Options 

- 

選択するとサブメニューを表示します。 

Planar Ethernet PXE/DHCP 

[Planar Ethernet 1] 
Planar Ethernet 2 
Planar Ethernet 1&2 
Disabled 

標準搭載の LAN コント□-ラの PXE/DHCP の 
有効/無効を設定します。 

PCI Device Boot Priority 

[Planar SAS] 

Slot 1 

Slot 2 

Slots 

Slot 4 

Slots 

Slot 6 

標準搭載の SAS コント□ーラとを PCI ス□、ソ 
卜の中で起動させたいデバイスを巧定しま 
す。 

なお、 PCI ス□、ソトの起動優先順位はデフォル 
卜で PCI# 1 一 PCI#2 一 PCI#3 一 PCI#4 一 PCI# 日 
一 PCI#6 の順です。 

Disketteless Operation 

[Enabled] 

Disabled 

フ□、ソピーディスクドライブを使用しないで 
システムを運用するかどうかを設定します。 

Keyboardless Operation 

[Enabled] 

Disabled 

キーボードを使用しないでシステムを運用す 
るかどうかを設定します。 

Keyboard NumLock State 

[Off] 

On 

システム起動後の NumLock の有効/無効を設 
疋:しまで。 

USB Legacy 

[Enabled] 

Disabled 

US 目を正式(こサポートしていない 0S でも 

US 目キーボードが使用できるよう(こするかど 
うかを設定します。 

USB Disk 

[Enabled] 

Disabled 

忙 nabled] の場合、 US 目 Disk の使用を許可し 
ます。 

Boot on POST/BIOS Error 

[Disabled] 

Enabled 

POST でエラーをお化して SETUP メニュー(こ 
移行した際に、忙 nabled] に設定すると30秒 
じ(内(こキー入力がなければ0 S を起動しま 
す。 [Disabled] (こ設定すると SETUP メニュ ー 
でキー入力待ちとなります。 

Boot Fail Count 

Enabled 

[Disabled] 

起動に失敗した回数のカウントの有効/無効 
を設定します。 [Enabled] に設定すると、3回 
続けて起動に失敗した時、 POST:062 エラー 
をお化して、目 IOS をデフォルトの設定(こ戻し 
ます。 

Rehook INT 19h 

[Enabled] 

Disabled 

忙 nabled] の場合、任意のアダプタに割り当て 
6れていた INT19h の制御が戻され、 INT19h 
は目 oot の優先順位に従って該当するアダプタ 
(こ割り当て6れます。 

Virus Detection 

[Disabled] 

Enabled 

標準で組み} A まれているウィルス橫化プ□グ 
ラムの起動時の有効/無効を設定します。 


]: 化荷時の設定 


















startup Sequence Options 

Startup Options サブメニユーの ！" Startup Sequence Options 」 サブメニユーを選択する 
と、じ(下の画面が表示されます。 


startup Sequence Options 

Primary Startup Seqence: 

First Startup Device 

[CD ROM] 

Second Startup Device 

[Diskette Drive 0] 

Third Startup Device 

[Hard Disk 0] 

Fourth Startup Device 

[Network] 

Wake On LAN 

[Enabled] 

Wake on し an Startup Seqence: 

First Startup Device 

[Network] 

Second Startup Device 

[Diskette Drive 0] 

Third Startup Device 

[CD ROM] 

Fourth Startup Device 

[Hard Disk 0] 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

First Startup Device 

Disabled 
DisketteDrive 0 

Hard Disk 0 

Hard Disk 1 
[CD ROM] 

LS-120 

Network 

Boot デバイスの優先順位を設定します。 

1番目に優先されるデバイスを設定します。化 
荷時は 「CD-ROM」 に設定されています。 

Second Startup Device 

Disabled 

[Diskette Drive 0] 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network 

Bo 饥デバイスの優先順位を設定します。 

2番目(こ優先されるデバイスを設定します。 

化荷時は 「Diskette Drive OJ に設定されてい 
ます。 

Third Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
[Hard Disk 0] 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network 

Bo 饥デバイスの優先順位を設定します。 

3番目に優先されるデバイスを設定します。 

化荷時は 「Hard DiskO」 に設定されていま 
す。 

Fourth Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

[Network] 

Bo 饥デバイスの優先順位を設定します。 

4番目に優先されるデバイスを設定します。 

化荷時は 「Network」 （こ設定されています。 


[]： 化荷時の設定 


<タページに統く > 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

[ Enabled ] 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。忙 nabled ] に設 
定すると Wake on LAN スタートアップシーケ 
ンスに従って目 oot します。 

First Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS -120 

[ Network ] 

Wake On LAN を忙 nable 州にした場合(こ有効 
となります 。 Wake on LAN 時の1番目(こ優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 
「 Network 」 に設定されています。 

Second Startup Device 

Disabled 

[Diskette Drive 0] 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS -120 

Network Wake On LAN を [ Enabled ] (こした場 
合(こ有効となります 。 Wake on LAN 時の2番 
目(こ優先されるデバイスを設定します。出荷 
時は 「Diskette Drive 0」（こ設定されていま 
す。 

Third Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 
[CD ROM ] 

LS -120 

Network 

Wake On LAN を忙 nable 州にした場合に有効 
となります 。 Wake on LAN 時の3番目(こ優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 「CD 
ROM 」 じ設定されています。 

Fourth Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
[Hard Disk 0] 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS -120 

Network 

Wake On LAN を忙 nable 州(こした場合に有効 
となります 。 Wake on LAN 時の4番目に優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 
「Hard Disk 0」（こ設定されています。 


[]: 化荷時の設定 


^ EXPRESSBUILDER を起動する場合は 、 Primary Startup Sequence : の設定は前ぺージじ 
示す順番(化荷時の設定)にしてください。 















Advanced Setup 

Main メニューで 「Advanced Setup 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示されま 
す。 


Advanced Setup 

Warning: 


Items on the following menus control 


advanced hardware features. If they 


are configured incorrectly, the system 


might malfunction. 


System Partition Visibility 

[Hidden] 

■ Memory Settings 


■ CPU Options 


■ PCI Slot/Device Information 


■ RSA II Settings 


■ Baseboard Management Controller (BMC) Settings 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

System Partition Visibility 

[ Hidden ] 

Visible 

システムパーティシヨン参照の可否を設定し 
ます。本設定は 「 Hidden 」 （こ設定してくださ 
い。 

Memory Settings 

- 

選択するとサブメニューを表示します。 

CPU Options 

- 

PCI Slot/Device Information 

- 

RSA II Settings 

- 

Baseboard Management 
Controller ( BMC ) Settings 

- 


[]： 化荷時の設定 
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Memory Settings 


Advanced Setup サブメニユーで 「Memory Settings 」 サブメニユーを選択すると、下の 
画面が表示されます。なお、メモリバックボードを増設した場合には 、 「Memory Card 3」 
と 「Memory Card 4」が追力□されます。 


Memory Settings 

■ Memory Card 1 

■ Memory Card 2 

Memory Array Setting [RBS(Redundant Bit Steering)] 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Memory Card 1 

- 

選択するとサブメニューを 
表 TJX します。 

Memory Card 2 

- 

Memory Array Setting 

[R 己 S(Redundant 己 it Steering)] 

FAMM (Full Array Memory Mirroring) 

HAM (Hot Add Memory) 

HPMA (HighPerformance Memory Array) 

メモリの構成を設定しま 
す。ミラーリング機能を有 
父力しする場合しは、 
「FAMM」 に設定してくだ 
さい。 Hot-Add 機能を使用 
する場合は、 「HAM」 に 
設定してください。 

なお、 「HPMA」 には設定 
しないでください。 


[]： 化荷時の設定 


n-O システム起動時にメモリエラーを検出したり、搭載した DIMM びミラーリング機能に対応 
しない構成でメモリミラーリング機能を有効にした場合は、システム起動または再起動時に 
メモリミラーリング機能は無効になります。 














Memory Card 1 /Memory Card 2 


Memory Settings メニューで rMemory Card 1」もしくは rMemory Card 2」サフメニューを 
選択すると、じ(下の画面が表示されます。 


Memory Card 1 

J01 and J03 [Bank Is Enabled] 

J02 and J04 [Bank Is Empty] 


を項目じついては次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

」01 and J03 

X2 and J04 

Bank Is Enabled 

Bank Is Empty 

Bank Is Disabled 

DIMM の状態を表示します。 

DIMM のエラーを横化すると該当のバンク 
が目 ank Is Disabled 」 となり、システムか 6 
切り離されます。 DIMM 交換後は 「Bank Is 
Enabled 」 に設定してエラーを解除しシステ 
ムを再起動させて < ださい。また、正常なバ 
ンクは 「Bank Is Enabled 」 と表示され、何 
も実装されていないバンクは 「Bank Is 

Empty 」 と表示されます。 

なお、これ ] ： > ( 外に DIMM のエラー情報が表示 
されることがあります。 


[]： 出荷時の設定 
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CPU Options 


サブメニューで rCPU Options 」 サブメニューを選択すると、じ(下の画面が表示されます。 
を項目については次の表を参照してください。 


CPU Options 

Hyper-Threading Technology 

[Enabled] 

Clustering Technology 

[Logical Mode] 

Processor Adjacent Sector Prefetch 

[Enabled] 

Processor Hardware Prefetcher 

[Enabled] 

Processor Execute Disable Bit 

[Disabled] 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Hyper-Threading 

Technology 

[Enabled] 

Disabled 

有効 (Enabled) に設定すると、 ACPI モード 
(こおいて Hyper-Threading Technology を使 
用します。また、 OS か 6 はプ □ セ、ソサの数が 
実際に搭載されている数の倍の表示になります。 

Clustering Technology 

[Logical Mode] 
Physical Mode 
Special Mode 

クラスタリング ( こ対するプ □ セ、ソサのタイプ 
を設定します。 

この項目は工場出荷時の設定か 6 変更しない 
でください。 

Processor Adjacent Sector 
Prefetch 

[Enabled] 

Disabled 

すべてのプ □ セ、ソサ ( こ対して、 Adjacent 

Sector Prefetch の有効/無効の設定をしま 
す。 

Processor Hardware 
Prefetcher 

[Enabled] 

Disabled 

すべてのプ □ セ、ソサ ( こ対して、 Hardware 
Prefetcher の有効 / 無効の設定をします。 

Processor Execute Disable 
Bit 

[Disabled] 

Enabled 

プ □ セ、ソサの Execute Disabled 目 it の有効/無 
効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


PCI Slot/Device Information 

Advanced Setup サブメニューで 「PCI Slot/Device Information 」 サブメニューを選択する 
と、 JU 下の画面が表示されます 。 PCI Slot Information サブメニューでは PCI ス□ットと、 
ス□ットじ搭載したボードの情報を表示したり、構成を変更することができます。じ(下の画 
励ま PCI Slot 1に SCSI コント日ーラ 、 PCI Slot 5に1000 BASE - T 接続ボードを搭載した場 
合の例です。 PCI ボードが搭載されていないス□、ソトは 「 EmptySlot 」 と表示されます。 


PCI Slot Information 


Slot 

Bus 

Dev 

Function 

Device type 

■ 

*0 

00 

00 

00 

Host Bridge 

■ 

1 

02 

01 

00 

SCSI Bus Controller 

■ 

2 

Empty Slot 




■ 

3 

Empty Slot 




■ 

4 

Empty Slot 




■ 

5 

A 

03 

00 

Ethernet Controller 

■ 

6 

Empty Slot 





















PCI Device Information 

PCI Slot/Device Information サブメニユーで 「PCI Device Information 」 サブメニユーを選 
択すると、じ(下の画面が表示されます。ス□ツト1を選択した場合を例にして説明します。 


PCI Device Information 

Next Device Select: 


Previous Device Select: 


■ Display PCI Configuration Space Dump 


■ Set Device to System Generated Values 


Slot #: 

01 

Device Type: 

SCSI Bus Controller 

Bus#: 

02 

Device #: 

01 

Function #: 

00 

Vendor ID: 

1077 

Device ID: 

2200 

Revision #: 

05 

PF Status: 

Resources assigned OK 

Base Address Registers (Read Only): 


Base Address Register 0: 

00005001 

Base Address Register 1 : 

FO 420000 

Base Address Register 2: 

00000000 

Base Address Register 3: 

00000000 

Base Address Register 4: 

00000000 

Base Address Register 5: 

00000000 

IRQ Selection: 


IRQ Current Value: 

IRQ10 

IRQ New Value Select: 

[Sys Generated ] 

Latency Timer: 


Latency Timer Current Value(Hex): 

FO 

Do you want the system to assign a value? 

[YES] 

Latency Timer (Choice in Hex): 

Not Active 

ROM Segment Current Value: 

CD40 

Do you want the system to assign a value? 

[YES] 

ROM Segment New Value: 

Not Active 

Initial ROM Size(KB): 

44 

RunTime ROM Size(KB): 

00 

Device Enable/Disable: 


Option ROM Execution: 

[Enabled ] 

10 Decode Current Value: 

Enabled 

10 Decode New Value: 

[Enabled ] 

Memory Decode Current Value: 

Enabled 

Memory Decode New Value: 

[Enabled ] 

Bus Master Decode Current Value: 

Enabled 

Bus Master Decode New Value: 

[Enabled ] 
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を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Next Device Select 

- 

同じス□、ソト内の次のデバイスの情報を表示 
します（表示のみ）。次に表示するデバイス 
がなければ一番初めのデバイスを表示しま 
す。 

Previous Device Select 

- 

同じス□、ソト内の前のデバイスの情報を表示 
します（表示のみ）。前(こ表示するデバイス 
がなければ最後のデノ \'イスを表示します。 

Display PCI Configuration 
Space Dump 

- 

選択するとサブメニューを表示します。 

Set Device to System 
Generated Values 

Slot # 

- 

選択した PC 1ス□、ソト番号を表示します 
(表示のみ）。 

Device Type 

- 

PCI デバイスのタイプを表示します（表示の 
み）。 

Bus # 

- 

選択したス□、ソトの PCI バスナンパ'を表示しま 
す（表示のみ）。 

Device # 

- 

PCI デバイスナンバを表示します（表示の 
み）。 

Function # 

- 

PCI デバイスのファンクションナンパを表示し 
ます（表示のみ）。 

Vendor ID 

- 

PCI デバイスのベンダ ID を表示します（表示の 
み）。 

Device ID 

- 

PCI デバイスのデバイス ID を表示します遗示 
のみ）。 

Revision # 

- 

PCI デバイスのレビジョンを表示します（表示 
のみ）。 

PF Status 

- 

PCI デバイスの P F の状態を表示します（表示 
のみ）。 

Base Address Registers 
(Read Only ) 

- 

ベースアドレスレジスタに関する項目です。 

Base Address RegisterO 〜己 

- 

PCI デバイスのベースアドレスレジスタを表示 
します（表示のみ）。アクティブになってい 
ないベースアドレスレジスタはグレーで表示 
されます。 

IRQ Current Value 

- 

PCI デバイスの IRQ を表示します。この値を変 
更したい場合は 、 Advanced Setup サブ 
メニューの 「 PCI 目 us Control 」 で変更できま 
す。 

Latency Timer 

- 

レイテンシタイマ(こ関する項目です。 

Latency Timer Current 
Value ( Hex ) 

- 

PCI デバイスで使用されるレイテンシタイマの 
値を表示します（表示のみ）。この値を変更 
したい場合は 、 Advanced Setup サブ 
メニューの 「 PCI 目 us Control 」 で変更できま 
す。 


<タページに続く> 
























項 目 

パラメータ 

説 明 

Do you want the system to 
assign a value ? 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 を選択すると、システム ( POST ) は次 
の起動でレイテンシタイマの値を自動的にま 
定します。「 N 0」に設定するとシステムは次 
の起動時にレイテンシタイマの値を設定しな 
いため、次項で設定を巧う必要があります。 

本設定は 「 Yes 」 に設定して<ださい。 

Latency Timer (Choice in Hex ) 

- 

Do you want the system to assign a value を 
「 N 0」（こ設定した場合のみ有効(こなります。 

ROM Segment Current 

Value 

- 

搭載した PCI デバイスが ROM セグメントアド 
レスに適用しない場合は 「Not Active 」 と表 
示されます。適用する場合は、現状割り当て 
6れている ROM セグメントアドレスを表示 
し、次の項目で任意の値に設定することがで 
きます。 

Do you want the system to 
assign a value ? 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 を選択すると、システム ( POST ) は次 
の起動で ROM セグメントアドレスの値を自動 
的に巧定します。「 N 0」（こ設定するとシステ 
ムは次の起動時に ROM セグメントアドレスを 
設定しないため、次項で設定を行う必要があ 
ります。本設定は 「 Yes 」 （こ設定してください。 

ROM Segment New Value 

- 

Do you want the system to assign a value を 
「 No 」 に設定した場合のみ有効になります。 

Initial ROM Size ( KB ) 

- 

PCI デバイスのイニシャル ROM の値を表示し 
ます（表示のみ）。 

RunTime ROM Size ( KB ) 

Option ROM Execution 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスのオプション ROM 展開の有効/無 
効を設定します。ディスクアレイコント □- 
ラボードや SCSI コント□ーラボードか 60 S 
を起動する場合は、これ6のボードが取りが 
け6れているス□ットを 「 Enabled 」 に設定 
してください。オプション ROM を搭載し 
た LAN ボードを搭載し、そこか6ネットヮー 
クブートを巧わない場合は、そのス□ットを 
「 Disabled 」 （こ設定してください。 

オプション ROM を搭載しないデバイスは 
「Not Active 」 と表示されます。 

10 Decode Current Value 

- 

PCI デバイスの I / O の有効/無効を表示します 
(表示のみ）。 

10 Decode New Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの I / O の有効/無効を設定しま 
す。 

Memory Decode Current 
Value 

- 

PCI デバイスのメモリの有効/無効を表示しま 
す（表示のみ）。 

Memory Decode New Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの I / O 、メモリ、目 US マスタの有 
効/無効を設定します。 

Bus Master Decode Current 
Value 

- 

PCI デバイスの目 US マスタの有効/無効を表示 
します（表示のみ）。 

Bus Master Decode New 
Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの目 US マスタの有効/無効を設定 
します。 


[]: 化荷時の設定 
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Display PCI Configuration Space Dump 


PCI Device Information サブメニューで 「Display PCI Configuration Space Dump 」 サブメ 
ニューを選択すると、 PCI のコンフィグレーション空間が表示されます（表示のみ）。 


Set Device to System Generated Values 

PCI Device Information サブメニューで Set Device to System Generated Values サブメ 
ニューを選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


System Generated Request menu 

Set this PCI device to system generated values 
Keep changes made to save on exit. 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Set this PCI device to 
system generated values 

- 

< Enter > キーを押すと PCI デバイスをシステム 
で生成された値にセツトし直します。 

Keep changes made to 
save on exit . 

- 

< Enter > キーを押すと、このユーティリティ 
を終了する際に変更したすべての内容を保存 
できるように保持します。 












RSA II Settings 


Advanced Setup メニューで 「RSA II Settings 」 サブメニューを選択すると、下の画面が 
表示されます。 


RSA II Setting 

RSA II MAC Address 

XX-XX-XX-XX-XX-XX 

DHCP IP Address 

000.000.000.000 

DHCP Control 

[Use Static IP] 

Static IP Settings 


Static IP Address 

[192.168.010.001] 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

Gateway 

[000.000.000.000] 

OS USB Selection 

[Other OS] 

Periodic SMI Generator 

[Disabled] 

Save Values and Reboot RSA II 


«RESTORE RSA II DEFAULTS» 



を項目じついては次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

RSA II MAC Address 

- 

設定された RSA II MAC アドレスを表示します 
(表示のみ）。 

DHCP IP Address 

- 

設定された DHCP IP アドレスを表示します 
(表示のみ）。 

DHCP Control 

[Use Static IP ] 
DHCP Enabled 

RSA II への DHCP の有効/無効を設定します。 

Static IP Address 

[192.168.010.001] 

DHCP を無効(こ設定した場合は 、 RSAII IP ア 
ドレスを設定します。工場出荷時には左記の 
ようじ設定されています。 

DHCP Control が DHPC Enable (こ設定されて 
いて DHCP サーバが無いときは 、 Static IP 
Address は1 92. 1 68.75.1 2日(こなります。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

RSA II のサブネットマスクのアドレスを設定 
します。工場出荷時には左記のように設定さ 
れています。 

Gateway 

[000.000.000.000] 

RSA II のゲートウェイ IP アドレスを設定しま 
す。工場出荷時(こは左記のようじ設定されて 
います。 

OS USB Selection 

[Other OS ] 

Linux OS 

RSAII USB 機能を使用する場合、 OS の種類 
を選択します 

Periodic SMI Generator 

[ Disabled ] 

Enabled 

RSAII が SMI を発行して CPU PFA チェックを 
巧う機能の有効/無効を設定します。 

Save Values and Reboot 
RSA II 

- 

ここで設定したを項目の値を RSA II へ保ちし 
ます。 RSAII への保存を反映させるた 
め、 RSAII は再起動されます。 

RESTORE RSA II 

DEFAULTS 

- 

RSA II の設定を Defalt 値(こ戻します。 


[]： 出荷時の設定 
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Baseboard Management Controller (BMC) Settings 


Advanced Setup サブメニューで 「Baseboard Management Controller ( BMC ) Settings 」 
サブメニューを選択すると、じ(下の画面が表示されます。 


Baseboard Management Controller (BMC) Settings 

BMC Firmware Version 

XX.XX 

BMC POST Watchdog 

[Disabled] 

BMC POST Watchdog Timer 

[5 Minutes] 

System-BMC Serial Port Sharing 

[Enabled] 

BMC Serial Port Access Mode 

[shared] 

Reboot System on NMI 

[Enabled] 

Reboot System on SPINT 

[Enabled] 

■ BMC Network Configuration 

■ BMC System Event Log 

■ User Account Settings 



を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BMC Firmware Version 

- 

目 MC ファームウェアのバージョンを表示しま 
す。（表示のみ） 

BMC POST Watchdog 

[ Disabled ] 

Enabled 

POST 中のウォッチドッグタイマ機能の有効/ 
無効を設定します。 

BMC POST Watchdog 

Timer 

[己 Minutes ] 

10 Minutes 

20 Minutes 

ウォッチド、ソグタイマ機能の有効の場合、夕 
イマの値を設定します。 

System-BMC Serial Port 
Sharing 

[ Enabled ] 

Disabled 

目 MC が使用するシリアルポートのシェアを許 
巧する場合(こは 「 Enabled 」 （こ設定してくだ 
さい。 

BMC Serial Port Access 
Mode 

[ shared ] 

Pre-boot 

Dedicated 

Disabled 

目 MC のシリアルポートへのアクセス形態を設 
疋:しまで。 

Reboot System on NMI 

[ Enabled ] 

Disabled 

NM I 発生時(こシステムがリブートすることを 
許可する場合には 「 Enabled 」 に設定しま 
す。 

Reboot System on SPINT 

[ Enabled ] 

Disabled 

SPINT 発生時にシステムがリブートすること 
を許可する場合には 「 Enabled 」 に設定しま 
す。 

BMC Network 

Configuration 

- 

選択するとサブメニューを表示します。 

BMC System Event Log 

- 

User Account Settings 

- 


[]： 出荷時の設定 



















BMC Network Configuration 

「Baseboard Management Controller ( BMC ) Settings 」 サブメニューで 「BMC Network 
Configuration 」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


BMC Network Configuration 

BMC Mac Address 

XX-XX-XX-XX-XX-XX 

IP Settings 


IP Address 

XXX.XXX.XXX.XXX 

Subnet Mask 

xxx.xxx.xxx.xxx 

Gateway 

xxx.xxx.xxx.xxx 

Save Network Setting In BMC 



を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BMC Mac Address 

— 

目 MC (こ設定されている Mac アドレスを表示し 
ます(表示のみ)。 

IP Address 

- 

目 MC の IP アドレスを設定します。 

Subnet Mask 

- 

サブネットマスクを設定します。 

Gateway 

- 

ゲートウェイを設定します。 

Save Network Setting In 

BMC 

— 

設定を目 MC へ保存します。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC System Event Log 


「Baseboard Management Controller ( BMC ) Settings 」 サブメニューで 「BMC System 
Event Log 」 を選択すると、目 MC に登録されたイベント□グを表示することができます。 
通常はこのイベント□グを参照する必要はありません。 


User Account Settings 

「Baseboard Management Controller ( BMC ) Settings 」 サブメニ：!一で 「User Account 
Settings 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


User Account Settings 

UserlD# Username 

Enabled/Disabled 

■ UserlD 1 NULL 

Disabled 

■ UserlD 2 USERID 

Enabled 

■ UserlD 3 UNUSED 

Disabled 

■ UserlD 4 UNUSED 

Disabled 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

UserlD x 

Enabled 

Disabled 

目 MC に対するアカウントの有効/無効を表示 
します。 


]： 化荷時の設定 











Event/Error Logs 

Main メニューで 「 Event/Error Logs 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示され 
ます。それぞれのサブメニューについて選択すると下の画面が表示されます。 


Event/Error Logs 

■ POST Error Log 

■ System Event/Error Log 


POST Error Log 

POST 中に橫化したエラーのうち、最新の3つのエラーを表示します。く£が6「>车一を押す 
と、 POST エラー□グがクリアされます。く Esc > 羊一を押すとこのメニューを終了し、 
POST エラー□グはそのまま残ります。 


POST Error Log 

Entry 1 : 

none 

Entry 2: 

none 

Entry 3: 

none 

Clear error logs 
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System Error Log 


System Event/Error Loa 

Date/Time: 

2005/11/30 15:32:10 

DMI Type: 

Souse: 

SERVPROC 

Message Code: 
Message Code: 
Message Code: 
Message Code: 

Node booted flash 

Message Data: 
Message Data: 
Message Data: 

This is the last event/error log entry. 

Press down arrow to see earlier entries. 

Clear error logs 



を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

System Event/Error Log 


POST 中に SMI 八ンドラやシステムサービス 
プ□セ、ソサでお化したイベントを表示しま 
す。はじめに最新のイベントを表示し、 
< t >、< i > キーを使用して画面をスク□-ル 
し、エントリされた全てのイベントを表示さ 
せることができます。 

「Clear Error Logs 」 に力ーソルを合わせて 
< Enter > キーを押すとすべてのイベント情報 
がクリアされます。 

なお、ここで表示されるイベントは動作に支 
障のない情報も表示されます。 










Save Settings 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終了せず、新たに選択した内容を CMOS メモ 
リ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択します 。 Save Settings を選択する 
と、磕認の画面が表示されます。ここで、く Ente 「> 羊一を押すと CMOS メモリ（不揮発性メモ 
リ）内に保存します。く Esc > 羊一を押すと目 IOS Configuration / Setup ユーティリティの画面 
に戻ります。 


Restore Settings 

新たに CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目 
を選択します 。 Restore Settings を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 
< Ente 「> 羊一を押すと前の値に戻ります。く Esc > キーを押すと目 IOS Configuration / 
Setup ユーテイリテイの画面に戻ります。 


Load Default Settings 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティのすべての値をデフォルト値に戻したい時に、 
この項目を選択します 。 Load Default Settings を選択すると、磕認の画面が表示されます。 
ここで、 < Erite 「> 羊一を押すとデフォルト値に戻ります。く Esc > 羊一を押すと BIOS 
Configuration / Setup ユーティリティの画面じ戻ります。 

^ デフォルト値は出荷時の設定と異なります。デフォルト値にした後は、10日ページ(設定内 
[ P ； 引容のセーブ関連)の説明を参照して出荷時の設定(こ直してください。 


Exit Setup 

目 IOS Configuration / Setup ユーティリティを終わらせたい時じこの項目を選択します。こ 
こで、 [ Yes , exit the Setup Utility 」 を選択すると目 IOS Configuration/Setup ユーティリ 
ティを終了します。もし、目 I 0 S Configuration / Setup ユーティリティの内容を変更してい 
る場合じは、 W 下のように変更内容を保存するかどうかの磕認メッセージが表示されます。 
ここで、 「 Yes , save and exit the Setup Utility 」 を選択すると変更した内容を CMOS メモ 
リ内じ保存して BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終了し、本装置は自動的にシ 
ステムを再起動します。 [ No , exit the Setup Utility without saving 」 を選択すると、変更 
した内容を保存しないで BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終わらせることがで 
きます。 


Exit Setup 

Settings were chenged. 

Do you want to save them? 

Yes，save and exit the Setup Utility. 

No, exit the Setup Utility without saving. 
No, return to the Setup Utility. 
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SAS RAID コンフイグレーシヨン 

本ユーティリティは SAS RAID ボード ( A ) の目 IOS が持つコンフィグレーションユーティリティです。本ユー 
ティリティではアレイの作成•削除、スペアディスクの作成、ブートアレイの選択などができます。 

I n-O 本装置には最新のバージョンのユーティリティびインスIルされています。このため設定 
画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。本書と異なる設定項目について 
は、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合わせてください。 

■I ： 本ューティリティは本システムで使用する SAS RAID ボード ( A ) につぃて使用します。オプ 
ションボードのコントローラおよび接続装置にがする設をにつぃては「オプションボードの 
コントローラにがする設を」を参照してくださぃ。 


ユーテイ IJ テイの起動 


ユーティリティの起動方法をじ(下に説明します。 

1 . 本体装置の電源を ON にする。 

2. POST 画面に J ： rF のメッセージが表示された6、 < Ctrl >+< A > キーを押す。 

Adaptec SAS RAID BIOS V 己. 1-0 [Build xxxx ] 

( c )1998-2005 Adaptec , Inc . All Rights Reserved . 

くくく Press < Ctrl >< A > for Adaptec Configuration Utility !»> 

Booting the Controller Kernel . / 


i:_rF のメッセージが表示されます。しば6く待つとユーティリティが起動します。 

Adaptec SAS RAID BIOS V 己. 1-0 [Build xxxx ] 

( c )1998-2005 Adaptec , Inc . All Rights Reserved . 

くくく Press < Ctrl >< A > for Adaptec Configuration Utility !»> 

Adaptec RAID Configuration will be invoked after initialization . 

Booting the Controller Kernel . / 
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3. ]:> (下のユーティリティ起動画面が表示され、力ーソルキーの上下で Adaptec Configuration Utility 
を選択し、 Enter キーを押す。 


«< Adaptec RAID Configuration Utility»> 


-Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 
- Options - 


[Adaptec Configuration Utility ] 

Serial Select Utility 
Disk Utilities 


4. じ(下のメインメニユー画面が表示され、力ーソルキーの上下で動かし Enter キーを押すと各機能の 
画面が表示される。 
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各機能の説明 


ユーティリティのを機能について説明します。 

Manage Arrays 

じ(下のような画面が表示されます。作成済みのアレイ情報の表示、アレイの削除、スペア 
ディスクの作成、ブートアレイの選択を行います。 


- Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 Array Configuration Utility - 


=Main Menu = 

Manage Arrays 
Create Array 
Initialize Drives 
Rescan Drives 
Secure Erase Drives 


List of Arrays 


foo Amngl RAID1 xxx.xGbI 

01 Array2 RAIDS xxx.xGB 


<Enter> Display Array Properties, <Del> Delete Array 
<Ctrl+B> Make the Array first in boot order, < i t > Moves Cursor 
<Ctrl+S> Manage Hotspare drive assignments, <Ctrl+R> Enable/Restore RAID 
<Ctrl+G> for Global failover drive 
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アレイ情報の表示 

Manage Array の画面の List of Arrays から力ーソルの上下キーでアレイを選択し 、 Enter 
车一を押すと W 下のようにアレイのプ□パティ情報が表示されます。 ESC 车一を押すと前の 
画面に戻ります。 


Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 Array Configuration Utility 


Main Menu 


Manage Arrays 
Create Array 
Initialize Drives 
Rescan Drives 
Secure Erase Drives 


List of Arrays = 


00 Arrayl RAID1 xxx.xGB 
01 Array2 RAIDS xxx.xGB 


Array Properties 


Type : RAID 5 
Stripe Size : 256KB 


Array #0 : Arrayl 

Array Size : xxx.xGB 
Array Status : OKAY 

Write Cache : Enable with battery Read Cache: Enabled 
- Array Members 


0:00:00 SEAGATE ST 973401 SS 73GB 
0:00:01 SEAGATE ST 973401 SS 73GB 


<ESC> exits to Previous Menu 


項 目 

説 明 

Array # 

:の左の値はアレイ番号、ちはアレイラベル 

Type 

アレイの種類 

Array Size 

アレイサイズ 

Stripe Size 

ストライプサイズ 

Array Status 

アレイのステータス 

OKAY : 正常状態。 

CRIT に AL : 縮退状態。リビルドを実行してください。 
AUTO - SYNCHRONIZATION : 不整合セクタを修復中。 

CLEARING : 全セクタに0書き込み中。パーティション作成不可。 
REBUILDING : 'J ビルド実行中。 

IMPACTED : 不整合箇所が存在。 Adaptec Strage Manager ™ 上で Verify 
with fix を実巧して下さい。 

Write Cache 

ライトキャッシュ設定 

Enable always : 苗に有効 

Enable with battery : バッテリが正常なときのみ有効 

Disable : 無効 

Read Cache 

リードキャッシュ設定 
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アレイの削除 


Manage Arrays の画面の List of Arrays から力ーソルの上下キーでアレイを選択し、 Del 羊一 
を押すとアレイを削除できます。 W 下の画面で Delete を選択し、 Enter キーを押すと削除さ 
れます。 ESC 车一を押すと前の画面に戻ります。 


- Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 Array Configuration Utility - 


Main Menu 


Manage Arrays 
Create Array 
Initialize Drives 
Rescan Drives 
Secure Erase Drives 


Array Properties 

Array #0 : Array 1 Type : RAID 5 

Array Size : xxx.xGB Stripe Size : 256KB 

[Delete] [Cancel] 


<Tab> Next Field, <Shift+Tab> Previous Field 
<Enter> Accept Value, <ESC> Cancel Dialog Box 


List of Arrays 

00 Arrayl RAID1 xxx.xGB 
01 Array2 RAIDS xxx.xGB 



































スペアディスクの作成 

スペアディスクじは W 下の2種類があります。 

Global Spare :全てのリビルド可能なアレイに対してリビルドを実施。 

Dedicated Spare :リビルドする対象アレイが予めをめられている。 

本ユーティリティでこれらのスペアディスクを作成する手順を U 下に説明します。本ユー 
ティリティで作成したスペアディスクの情報を5在認するためには 、 Adaptec Storage 
Manager ™ が必要です。また、スペアディスクは Adaptec Storage Manager ™ 上で作成す 
ることを推奨します。 


Global Spare を作成する場合 

Ct 「 l + G 羊一を押すと Global Spare を作成します。警告メッセージが表示されるので何か羊一 
を押すと ]: i 下の画面になります。 スペアディスクにしたいディスクにカーソルを合わせ 、 Ins 
キーを押すとディスクがち枠に移動し、スペアディスクとして割り当てられます 。 Enter 
キーを押すと情報がセーブされメインメニュー画面に戻ります。作成後のスペアディスクの 
情報は Adaptec Strage Manager ™ で磕認してください。 


- Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 Array Configuration Utility - 

HOTSPARE MANAGEI 

Select Hotspare Drives 

5:00:05 FUJITSU MAY2073RC 68GB 

MENT FOR ARRAY #00 

- Assigned Hotspare drives — i 





Dedicated Spare を作成する場合 

まず 、 Manage Arrays の画面の List of Arrays でスペアディスクの対象となるアレイに力一 
ソルを合わせます 。 Dedicated Spare の場合、このアレイ]: i 外が Critical の状態になってもリ 
ビルドを実行しませんのでを意願います。次に、 Ct 「 l + S キーを押すと上記画面が表示されま 
す。スペアディスクにしたいディスクにカーソルを合わせ、 Ins 羊一を押すとディスクがち 
枠に移動し、スペアディスクとして割り当てられます。 Enter 车一を押すと情報がセーブさ 
れメインメニュー画面に戻ります。作成後のスペアディスクの情報は Adaptec Strage 
Manager ™ で磕認してください。 
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ブートアレイの選択 


Manage Arrays の画面の List of Arrays の先頭のアレイが OS ブート可能なアレイです。デ 
フォルトでは Array #00ぜブー トアレイになります 。 List of Arrays でブートアレイにした 
いアレイにカーソルを合わせ、 Ct 「 l + 巨を押すとブートアレイを変更することができます。変 
要後、選択したアレイが List of Arrays の先頭に表示されることを確認してください。 




Create Array 


じ(下の手順で新規アレイを作成することができます。 


下の画面で左枠のカーソルを移動し、 INS キーを押しドライブを選択する。 

選択したドライブはち枠に表示されます。ち枠で DEL キーを押すと選択が解除されます。 
Enter キーを押すとドライブの選択を終了します。 


Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 Array Configuration Utility 


- Select drives to create Array — 

10:00:00 FUJITSU MAY2073RC 68GB1 

1:00:01 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
2:00:02 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
3:00:03 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
4:00:04 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
5:00:05 FUJITSU MAY2073RC 68GB 


Selected Drives 


<Page Up/Page Down> Previous/Next page of Selected Drives 
< 下 i > Moves Cursor, <INS> Select Drive, <DEL> Deselect Drive 
<Enter> Complete Selection, <ESC> Cancel Selection 


2 . lU 下の画面でを項目を入力し、 Enter キーで巧定する。 

を項目の説明、人力方法については下の表を参照願います。項目によっては警告または確認 
メッセージが表示されますので、 YES / N 0 を選択するか何かキーを押してください。 


Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 Array Configuration Utility 


Array Type 
Array Label 
Array Size 
Stripe Size 

Read Caching (Yes/No) 
Write Caching 
Create RAID via 


Array Properties 
RAIDS 
Arrayl 


272.266 GB 

256KB 

Y 

Enable with battery 
Auto-sync 

[Done] 


<Tab> Next Field, <Sh け t+Tab> Previous Field 

<Enter> Accept Value, <ESC> Cancel Dialog Box, <F1> Help 
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項目名 

説 明 

入力方法、備考 

Array Type 

アレイの種類 

カーソル上下で選択してください。 RAID 50 はホ 
サポートですので選択しないで<ださい。 

Array Label 

アレイラベル 

英数字で人力して<ださい。 

Array Size 

アレイサイズ 

数値を人力し、単位を選択してください。デフォ 
ルト值は MAX サイズです。 

Stripe Size 

ストライプサイズ 

カーソル上下で選択して<ださい。 

デフォルト値推奨。 

Read Caching 

リードキヤ、ソシユ 

Y または N を人力してください。 

Write Caching 

ライトキヤ、ソシユ 

カーソル上下で選択してください。 Enable with 
battery 推奨。 

Create RAID via 

アレイのビルド方法 

カーソル上下で選択してください。ネミま 

Auto - sync : 不整合箇所を修復(推奨） 

Clear : 全セクタ(こ0書き} A み 

Quick - init : M 目 R 情報のみクリア 

ミま： Auto-sync を選; 

f 尺した場合、バックグラウンドで Verify with fix を実行します。 Clear を選択した 


場合、 Clear が完了するまでパーティシヨン作成、0 S インストールができません。 Manage 
Arrays の Array Prope け ies の画面で Clear が完了したことを確認してください。 Quick-init を選択 
した場合、ホ使用領域の後発不良を防ぐため Adaptec Strage Manager ™ 上で Verify with fix を 
実行することを推奨します。 
















Initialize Drives 


ドライブ内のアレイ情報、パーティションを消去します。 ju 下の画面で左枠のカーソルを移 
動し、 INS キーを押してドライブを選択してください。選択したドライブはち枠に表示され 
ます。ち枠で DEL 车一を押すと選択が解除されます。 Enter 车一を押すと選択したドライブ 
のアレイ情報、パーティションが消去されます。 


Adaptec 4005 SAS Family Controller #0 Array Configuration Utility 


- Select drives for initialization — 

10:00:00 FUJITSU MAY2073RC 68GB| 

1:00:01 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
2:00:02 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
3:00:03 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
4:00:04 FUJITSU MAY2073RC 68GB 
5:00:05 FUJITSU MAY2073RC 68GB 


Selected Drives 


<Page Up/Page Down> Previous/Next page of Selected Drives 
< t i > Moves Cursor, <INS> Select Drive, <DEL> Deselect Drive 
<Enter> Complete Selection, <ESC> Cancel Selection 


Rescan Drives 


ドライブの再ス丰ヤンを行います。 


Security ヒ rase Drives 


ドライブ内のデータを完全に消去します。実行方法は上記の 3 .lnitialize Drives と同様です。 
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Remote Supervisor Adapter II (RSAII) 

ここでは 、 RSA II (Remote Supervisor Adapter II : リモートスーパーバイザアダプタ II ) の機能と接続方 
ま、使用方まについて説明します。 


RSA II の機能 


RSA II は]: i 下の機能を持っています。 

-連続的な稼動状態の監視と制御 
-拡張事前障害解析 ( PFA ) 

-構ぶ可能な通知と警報 

-イベント□グ ( NVRAM に格納され、 e - ma 隱報に添付できる） 

- LAN による RSAII のリモートアクセス 
— SNMP(Simple Network Management Protocol ) 

— DNS(Domain Name System )、 DHCP(Dynamic Host Configurtion Protocol ) 

-リモート電源制御 
- RSA II 設を値へのアクセス 

— 8プ□セツサ構成の設定:/解除 (Scalable Partitioning ) 

-複数の崖体を接続し、4 CPU を超える構成をシステムを作る際の各種設定、崖体闇通信 

RSA II を使うためにはじ(下の準備が必要です。 

• LAN ケーブルの接続 

• RSA II へのリモートアクセスに関する設定 

• RSA II のパスワードの設定 

RSA II は LAN ポートを介したネ、ソトワークインターフェースで接続できます 。 RSA II に 
は HTTP プ□トコルによる ASM Web インターフェースによってアクセスすることができま 
す。 
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RSA II LAN ポートへの接続 

カテゴリー5の LAN ケーブルの一端を RSA II の LAN ポートに、もう一端をネットワークに 
接続してください。その後、イーサネットランプでネットワーク接続が機能していることを 
確認してください。 


LAN ポートは下図に示す位置にあります。 


RSA II LAN ポート 





RSAII LAN ポートへの接続 
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ASM Web インタフ！ースを開いての基本機能設定 

ASM Web インタフェースを使用してリモートスーパーバイザアダプタ II にアクセスする方法を説明しま 
す。 


1. Internet Explorer などの Web ブラウザを 
開きます。アドレスフィールドまたは 
URL フィールドに、接続先のリモート 
スーパーバイザアダプタ II の IP アドレス 
またはホストをを入力する。 

「ネットワークパスワードの入力 （Enter 
Network Password )」 ウィンドウが開き 
ます。 


■L 画 

• リモートスーパーバイザアダプタ II の IP アドレスは BIOS Configuration / Setup ユーティリ 
ティからも確認できます。詳細については131ぺージの 「 RSAII Se け ings 」 を参照してくださ 
し、（工場出荷時は「192.168.10.1」に設をされています）。 

• ASM Web インタフェースで使用可能な Web ブラウザはじ(下のとおりです。 

- Microsoft Inernet Explorer Ver .5.5 i ^ ソ降 

- Netscape Navigator Ver . 7.0じ(降 

• リモートスーパーバイザアダプタ II には、初期値としてユーザー名に 「 USERID 」、 パスワー 
ドに「 PASSWORD 」 （英数字の0 (才 一) ではなく数字の0 (ゼロ））が設をされています。セキュ 
リティのために、ユーザー名、パスワードを初期値から変更されることをお勧めします。 
ユーザー名、パスワードはログインプロファイル （Login pro 川 e ) メニューから変更できます。 



* このウィンドウに表示されている値は1つの例です。 
実際の設定値は、これとは異なります。 



8プ□セツサ構成を行う場合など、2台 m 上のリモートスーパーバイザアダプタ II をネツトワー 
クに接続ずるには、それぞれに独立した IP アドレスを設定ずる必要びありまず。 


2. 「ネットワークパスワードの入力 （Enter 
Network Password )」 ウィンドウ(こユー 
ザーをとパスワードを入力する。 

リモートスーパーバイザアダプタ II を初 
めて使用する場合は、システム管理者か 
6ユーザーをとパスワードを入手してく 
ださい。 

□グインは、イベント□グすべて記録さ 
れます。ブラウザに welcome ページが表 
71^されます。 


Supervisor Adapter II 


Welcome USERID. 

Opening web session to 192.168 .10.4 


Your session will expire with inactivity and you will be reprompted for your login ID and password. Select the desired timeout parameter 
below and click "Continue" to start your session. 


Inactive session timeout value; 

no timeout 二 J 


Note: To ensure security and 
main window. 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

G Continue j 

cts, always end your sessions using the "Log Off' option in the navigation frame of the 


3. ド□ップダウンリストに表示されるフィールドの中か 6 タイムアウト値を選択する。 

ブラウザが非アクティブな状態じなつてか6ここで選択する時間が経過すると、リモートスー 
パーバイザアダプタ II が Web インタフェースを自動的(こ□グオフします。 
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4. [続ける （ Continue )] をクリックしてセッ 
シヨンを開始する。 

ブラウザが r システムステータス （System 
S ね tus )」 ページを表示し、サーバがミ兄の 
概要が表示されます。 


ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレー 
ムには次のナビゲーシヨンフレームリンク 
があり、これを使用してリモートスーパー 
バイザアダプタ II を操作したり、サーバの 
状況をチェックすることができます。 


• ナビゲーシヨンリンクをクリックすることにより表示される各設を画面においては、各 
項目の右側に表示される？マーク请色)をクリックするとオンラインヘルプ画面が表示 
されます。 

• ASM Control 関連のぺージに「構成サマリーの表示 (View Configuration Summary )」 リン 
クがあり、これをクリックすると、リモートスーパーバイザアダプタ II がどのように構 
成されているかを簡単に見ることができます。 
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システムステータス (System Status) 


r システムステータス （System S ね tus )」 ページではサーバの起動状ミ兄、温度、およびファン 
状況をモニターできます 。 ASM Web インタ フエー スは r システムステータス （System 
S ね tus )」 ページがデフォルトホームページになっています。 

システムステータスでサーバの状況をモニタ(監視)できる項目について説明します。 

■: システムステータスの画面はを期的に更新されます。更新された後は、表示はぺージのトッ 

プに移動します。 


ヴーパの状況 

画面を 「System Health Summary 」 セクションまでスク□—ルダウンすると、サーバの状況 
に応じて次のメッセージが表示されます。 

• Server is operating normally 

• One or more monitored parameters are abnormal 


[Server is operating normally 」 というメッセージが現れると、モニタされたパラメータは 
正常に作動しています。 

「One 〇 「 more monitored parameters are abnormal 」 といつメッセーンが止!ると、モニター 
されたパラメータが動作保証範囲から外れて作動していることを表します。 この場合、異常 
として橫化されたパラメータのリストが次の項目内に表示されます。 

• Critical events 

• Warnings and System 
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温度 


画面を 「T emperaturesj セクションまでス 
ク□ールダウンします。リモートスーパー 
バイザアダプタ II は、 CPU などのシステム 
コンポーネントや外気の温度状況および、 

しきい値を監視します。 

表示されている温度をクリ、ソクすると、 

「Temperature Thresholds 」 ウインドウが 
表示されます。 

「Temperature Thresholds 」 ウインドウ 
は、リモートスーパーバイザアダプタ II が 
監視する温度のしきい値を表示します。こ 
のしきい値は、リモートサーバ上であらか 
じめ設をされていて、変更することはでき 
ません。 

CPU 、 およびシステムについて報告された温度は、次のしきい値範囲と比較されます。 

♦ 正常復帰 (Return to normal :) 

本装置ではこの項目は設定されていません。 

♦ 警告 ( Non - critical :) 

温度が指をされた値に達すると、リモートアラート受信をに温度の警告が送信されま 
す。警告が送信されるようにするじは、 「 Alerts 」 ぺージで「下617^6「3山「6」オプションを 
選択する必要があります。 

♦ 危険 ( Critical :) 

本装置ではこの項目は設定されていません。 

♦ 復旧不可能 ( Non - recoverable :) 

温度が復旧不可能な値より高い値に達すると、システムはただちにシャットダウンし、 
アラートを送信します。警告が送信されるようにするには、 「 Alerts 」 ページで 
「T emperaturej オプションを選択する必要があります。 


電圧 (Voltages (V)) 

画面を rvol ね ges ( v )」 セクションまでスク□ールダウンします。本装置では電圧監視をサ 
ポートしていません。 

FAN 

画面を 「Fan Speeds 」 セクションまでスク□-ルダウンします 。 ASM Web インタフエース 
は、システムファンの稼動状況(最大ファン速度のパーセントとして表されます）を表示しま 
す。ファン速度がしきい値を下回るか、あるいは停止した場合、ファン警告 （Multiple Fan 
Failure or Single Fan Failure ) を送信します。警告が送信されるようにするじは 、 fAlertsJ 
ページで 「 Fan 」 を選択する必要があります。 


Temperature ihresholds - 


lnl 


CPU 1 Temperature Thresholds 

Return to normal: * 

Non-critical: 185/85 

Critical: * 

Non-recoverable: 203 / 95 

*- threshold value unavailable . 


Close 
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最新の OS 障書画面表示 (View Latest OS Failure Screen) 


画面を 「View Latest OS Failure Screen 」 セクションまでスク□—ルダウンします。 

「View OS Failure Screen 」 ボタンをクリックして、装置が機能を停止したときに车ャプ 
チャーされた 0 S 障害画面のイメージにアクセスします。 

■: • OS 障害画面を採取するには、164ぺージの 「Server Timeouts 」 の説明に従って 、 OS 

ウォッチドッグ機能を使用可能にする必要があります。 

• OS 障害画面の採取は、サポートされている OS が装置にインストールされている場合に 
のみ使用可能です。 


システムが稼働中に 0 S 障害画面イベントが発生し、その後、システムが稼働を停止した場 
合は、 0 S タイムアウトが起動されます。これじより、リモートスーパバイザアダプタ II は 
0 S 障害画面データを収集し、それを保管します。 0 S 障害画面イメージに、キャプチャーし 
た日がと時刻を表示します。リモートスーパバイザアダプタ II は 0 S の□ーダー画面をキャ 
プチャーしないので、イメージは、次回の 0 S インス!-ール時に上書きされません。エラー 
条件だけが羊ャプチャーされ、保持されます。リモートスーパーバイザアダプタ II は、最 
新のエラー-イベント情報だけを保管し、新しいエラー-イベントが発生すると古い情報を 
上書きします。 

本装置の 0 S 障害画面イメージにリモート側でアクセスするじは、じ(下のステップを実行し 
ます。 


1 . リモートスーパーバイザアダプタ11(こ□グインする。 

2. rSystem Status 」 を表示させた後 、 「View Latest OS Failure Screen 」 セクションまでスク □— 
ルダウンする。 

3. 「View 0 S Failure Screen 」 ボタンをクリックする。 

画面に 0 S 障害画面イメージが表示されます。 

■ I ： 最新の OS 障害画面表示は、表示に Java アプレットを利用します。 

IWl 


□ グインユーザ (Users Currently Logged in to the ASM) 

画面を 「Users Currently Logged in to the ASM 」 セクションまでスク□—ルします。リ 
モートスーパーバイザアダプタ II Web インターフェースは、リモートスーパーバイザアダ 
プタ II に□グインしたをユーザーの□グイン ID とアクセス方式を表示します。 











ィベント □ グ (Event Log) 


「イベント□グ作 vent Log )」 ウィンドウには、システム エラー □グおよび POST エラー □グ 
に現在保管されている項目が表示されます。アダプターイベント□グには、すべてのリモー 
トアクセスおよびダイヤルアウトイベントについて、情報が記録されます。リモートスー 
パーバイザアダプタ II は、すべてのイベントにタイムスタンプを付けてイベント□グじ記録 
します。 



また 、 Severity - Source • Date の3種の条件をトリガーに表示するイベント□グのフィルタ 
リングが巧能です。 



イベント□グの内容がいっぱいになると、古いイベントが順に削除されます。に aveLogas 
Text File ] をクリ、ソクすると、イベント□グの内容をテ羊ストファイルに保存できます。 
に lear Log ] をクリックすると、イベント□グの内容が削除されます。次の手順を完了して、 
イベント□グにアクセスしてそれを表示します。 

イベント□グの表示は下の手順で実行します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ II じ□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [Event Log ] をクリックして、サーバの最新のイベントヒストリーを 
表71^する。 

3. スク□ールダウンして、イベント□グのすべてを表示する。 
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をイベントに与えられる重大度のレベルは、次のとおりです。 


• 情報 （ Informational ) 

この重大度レベルは、を意が必要なイベントじ割り当てられます。 

• 警告 ( Warning ) 

この重大度レベルは、サーバの性能に影響を及ぼす可能性があるイベントに割り当てら 
れます。 

• エラー ( Error ) 

この重大度レベルは、即時に対応する必要のあるイベントに割り当てられます。 

ASM Web インタフェースは、警告イベントを、重大度カラムの中で無色の rU マークが付い 
ているときは情報イベント、黄色の rw 」 マークが付いているときは警告イベント、赤色の 
「 E 」 マークが付いているときは エラー イベントとして識別します。 


1 

Severity 

E 

W 

1 

Error 

Warn inq 

Info 

— 



























重要プロダクトデータ (Vital Product Data) 


サーバが始動するとリモートスーパーバイザアダプタ II は、システム、 BIOS 、 およびサー 
パコンポーネントの重要プ□ダクトデータ （ VPD ) を収集して、 NVRAM に保管します。「重 
要プ□ダクトデータ （ Vi ね I Product Da ね)」ぺージじは、リモートスーパーバイザアダプタ 
II がモニタするサーバについて、重要な情報が表示されます。 

重要プ□ダクトはじ(下の手順で表示します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ II に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [Vi ね I Product Da ね]をクリックして、サーバ上のハードウェアおよ 
びソフトウェアコンポーネントの状ミ兄を表示する。 

3. スク□ールダウンして、 VPD 項目を表示する。 

• Machine level VPD 

サーバの VPD が表示されます。 

• Component level VPD 

リモート管理対象サーバのコンポーネントの VPD が表示されます。 

• Component Activity Log 

コンポーネントアクティビティーの記録を表示します。 

• POST/BIOS VPD 

リモート管理対象サーバの POST や目 IOS のファームウェアコードの VPD が表示されま 
す。 

• Diagnostics VPD 

リモート管理対象サーバの口 agnostics のファームウェア〕ードの VPD が表示されます。 

• ASM VPD 

リモートスーパーバイザアダプタ II の VPD を表示します。 

• Integrated System Management Processor VPD 

リモートスーパーバイザアダプタ II のファームウェアコードの VPD が表示されます。 
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電源 / 巧起動 (Power/Restart) 


リモートスーパーバイザアダプタ II には完全リモート電源管理機能があり、サーバの電源を 
ON / OFF 、 および再起動できます。さらに、電源 ON および再起動の統計値を取り込み、 
サーバの八ードウエア可用性を表示します。 


Server Power/Restart Activity 

ナビゲーシヨンフレームで [ Power / Resta け]をクリックします 。 「Server Power/Restart 
Activity 」 が表示されます。 


0 

Server Power / Restart Activity 

Power: 0 斤 

State: System power off/St ate unknown 

Restart count: 303 
Powe 卜 on hours:17 hours 


参 Power 

サーバの電源の状況を示します。 

• State 

この Web ページが生成された時点でのオペレーティングシステムの状態を表示します。 
表示される内容は次のとおりです。 

— System power off/State unknown 

— System In POST 

— Stopped in POST (Error detected ) 

— Booted Flash or System partition 

— Booting OS or in unsupported OS 

— OS booted 

— CPU's held in reset 

• Restart Count 

サーバが再起動された合計回数を示します。 

• Power-on Hours 

サーバの電源が ON されていた合計時閨数を示します。 
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Server Power/Restart Control 

画面をスク□—ルダウンし 、 「Server Power/Restart Control 」 を表示させます。 

Q 

Server Power / Restart Control — 

Power On Server Immediately 
Power On Server at Specified Time 

Power Off Server Immediately 

Shut down 05 and then Power Q 斤 Server 

Shut down OS and then Restart Server 

Restart the Server Immediately 

Schedule Dailv/Weekiv Power and Restart Actions ： 

♦ ヴーバの電源を即時に ON (Power on server immediately) 

サーバの電源を ON にして、 OS を起動するには 、 [Power On Server Immediately ] をク 
リックします。 

♦ ヴーバの電源を指定時刻に ON (Power on server at specified time) 

サーバの電源を指を時刻に ON にして、 OS を起動するには 、 [Power on server at 
specified time ] をクリックします。 

♦ ヴーバの電源を即時に OFF(Power off server immediately) 

OS をシャットダウンせずにただちにサーバを再起動するには、 [ Resta け the Server 
Immediately ] をクリ、ソクします。 

♦ 0S シャットダウン後にヴーバの電源を OFF(Shutdown 0/S and th 飢 power off server) 

OS をシャットダウンしてから、サーバの電源を OFR こするには、に hutdown 0 /S and 
then Power Off Server ] をクリ、ソクします。 

♦ OS シャットダウン後にヴーバを再起動 (Shutdown 0/S and then restart server) 

OS を再起動するには、に hutdown 0 /S and then Restart Server ] をクリ、ソクします。 

OS のシャットダウン後、再起動されるまでの時間は10分です。この時間は 「Server 
Timeouts 」 の Power off delay の値で制御されます （164 ぺージ)。 

♦ ヴーバの即再起動 （Restart the server immediately) 

OS をシャットダウンせずにただちにサーバを再起動するには、 [ Resta け the Server 
Immediately ] をクリ、ソクします。 

♦ ヴーバを指定時刻に計画停止 - 起動 (Schedule Daily/Weekly Power and Restart 
Actions) 

OS のシャットダウンと起動を毎日指定した時刻もしくは指をした曜日の時刻で行うに 
は 、 [Schedule Daily/Weekly Power and Restart Actions ] をクリックします。 
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上記のオプションを還択した際は、確認メッセージが表示されるので、誤って還択して 
しまった場合に操作を取り消すことができます。 

上記のオプションを実行するには、リモートスーパーバイザアダプタ II にタオして、 
Read / Write のアクセス権が必要です。特に 0/ S をシャットダウンするオプションではリ 
モートスーパーバイザアダプタ II はデバイスドライバを介してシステム管理ソフトウエ 
アと通信し、システム管埋ソフトウエアがシャットダウン処理を開始します。 






モート制御 (Remote Control) 


「リモート制御 (Remote Control )」 は、サーバに接続されたモニタ画面の表示や操作をリモー 
ト コンソールから行う ことを可能に します。 

リモートコント □ —ルを実施するサーパに対し1台のリモートコンソールで行う場合は rs ねけ 
Remote Control in Single User Mode 」 を選択します。 

リモートコント□ールを実施するサーバに対し複数台のリモートコンソールで行う場合は 
rStart Remote Control in Multi-user Mode 」 を選択します。 



LiJ_I 心 

窗巧レリト mcsClientMcsClient started | | リぶ販白&截なか…] 

讀ストトI!* 毎!工/卜□-... I JjASMFWa—l 幻 SPupdaet—j な文き巧0.— I の Acroba し)哲1の1放 1...j 田な ¥WINN—. 1階1化1说… ゾ園も21加 

リモート制御を行う车ーボードとマウスの設定は、上図リモートコンソール内の 
「ド向 6 「 61106 」で行ぃます。 



Pl ： リモート制御は、表示に Java アプレットを利用します。 

CETiq 
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PXE ネットワークブート (PXE Network Boo 口 


ASM ウィンドウのナビゲーシヨンフレームに [PXE Network 巨 oot ] メニユーが表示されます 
が、本装置ではこの機能をサポートしていません。 


ファームウエアの更新 (Firmware Update) 


ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレームに [Firmware Update ] メニューが表示されます。 
リモートスーパーバイザアダプタ II のファームウェアをアップデートします。 



アップデートは専門的な知識を持つ保守ヴービス会社の保守員び巧いますので、保守員切が 
によるアップデートは絶対に行わないでください。もし保守員似がびアップデートを行った 
場合、その結果の影響については責任を負いかねまずのでご了承ください。 


ASM のリモートアクセス (Access Remote ASM) 


ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレームに [Access Remote ASM ] メニユーが表示され 
ますが、本装置ではこの機能をサポートしていません。 
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システム設定 (System Settings) 


-般情報の設を（リモートスーパーバイザアダプタ II のを前など）、アダプタの連絡先情報の 
設を、およびサーバの場所の設をを実施できます。 

次の手順でリモートスーパーバイザアダプタ II のシステム情報を設定します。 

1. システム情報を設定するリモートスーパーバイザアダプタ11(こ□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで、に ystem Settings ] をクリックする。 

ウィンドウが表示されます。 


ASM Information 



1. 「 Name 」 フィールドに、リモートスーパーバイザアダプタ II のを前を人力する。 

「 Name 」 フィールドを使用して、サーバのリモートスーパーバイザアダプタ II 名を指定します。ア 
ラートの発生源を識別するためじ、電子メール、 SNMP 、 およびページャなどのアラート通知に 
この名前が記載されます。 

2. riD number 」 フィールドで、リモートスーパーバイザアダプタ II じ固有の識別番号を割り当てる。 

3. rCon ねな」フィールドに、連絡先情報を人力する。 

このフィールド(こは最大47文字まで入力することができます。 

4. 「 Location 」 フィールド(こ、サーバの場所を入力する。 

このフィールドには、保守などの目的でサーバをお索するときに、即座にサーバがみつけ6れる 
よう詳細に記載して<ださい。 

5. 「Host 0 S 」 フィールドで、 サーバ で運用する 0 S を選択する。 

Windows 0 S で運用する場合は、ここの選択を [ Other ] (こ設定してください。リモートスーパー 
バイザアダプタ II が正しい機能を巧えるよう、運用する 0 S とここの設定は正しく設定する必要が 
あります。 

目.ページの最後まで画面をスク□ールし、に ave ] をクリックする。 
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Server Timeouts 


Server Timeouts 


POST watchdog 
OS watchdog 
Loader watchdog 
Power off delay 
NMI reset delay 


Disabled minutes 

4 .日 二 ! minutes 
Disabled minutes 

1 日 zi minutes 
Disabled jJ minutes 


1. 「POST watchdog 」 フィールドに、リモートスーパーバイザアダプタ II が POST が終了するまで 
の待ち時間(分）を指定する。 

設定した時間内(こ POST が終了しなかった場合は、リモートスーパーバイザアダプタ II は POST 
timeout alert を生成してサーバを自動的に再起動します。いったんシステムが再起動されると、 
OS がシャットダウンされシステムの電源が OFF されるまでは 「POST watchdog 」 の設定は無効と 
なります。 

2. 「0 /S watchdog 」 フィールドに、リモートスーパーバイザアダプタ II が、 OS が正常に動作してい 
るかどうかをチェックする期間(分）を指定する。 

ESMPRO / SA がインストールされている場合のデフォルトは4分です。また、この設定は 0 S のコ 
ント□ールパネルか6変更することができます。 

3. 「Loader watchdog 」 フィールドに、 POST 終了後か 60 S の□-ドが完了するまでのリモートスー 
パー バイザアダプタ II の待ち時間（分)を指定する。 

設定した待ち時間を越えると、リモートスーパーバイザアダプタ II は Loader timeout alert を生 
成してサーバを自動的に再起動します。いったんシステムが再起動されると、 0 S がシャットダウ 
ンされシステムの電源が OFF されるまでは 「Loader watchdog 」 の設定は無効となります。 

4. 「Power off delay 」 フィールド(こ、 0 S のシャットダウン終了後か6サーバの電源が OFF (こなるま 
での時間(分）を指定する。 

己 . 「NMI reset delay 」 フィールドに、 NMI が発生後、 0 S が自動的に再起動されるまでの時間(分）を 
指定する。 

巨.ぺージの最後まで画面をスク□-ルし、に ave ] をクリックする。 









ASM Date and Time 


ASM Date and Time 

e 

Date ( mm / dd / yyyy ): 

叫/ 1 日/ 2 □旧 

Time ( hh : mm : ss ): 

18:02:45 

Set ASM Date and Time 


ASM Web インタフェースを起動したときの時間を表示します。リモートスーパーバイザア 
ダプタ II 上の Real Time Clock ( RTC ) の設定が正しいかどうか確認できます。 

表示される時間はリモートスーパーバイザアダプタ II の RTC(Real Time Clock ) に設定:され 
ている時間であり、サーバの I / O ボード上の RTC に設をされている時間ではありません。リ 
モートスーパーバイザアダプタ II の時間設をを行う場合は 、 [Set ASM Date and Time ] をク 
リックしてください。 
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□ グインプ □ ファイル (Login Profiles) 


リモートスーパーバイザアダプタ II へのアクセスには12の□グインプ□ファイルをを義でき 
ます。 


次の手順で□グインプ□ファイルをを義します。 

1 . リモートスーパーバイザアダプタ11(こ□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [Login Profiles ] をクリ、ソクする。 
Login Pro 刊 e ウィンドウに Login ID と Access が表示されます。 


白 

Login Profiles ^ 


To configure a login profile, click a link in the "Login ID" column. 


Login ID 

Access 

1. 

USE 网 D 

Read Write 

2 . 

〜 not used 〜 


3. 

〜 not used 〜 


4. 

〜 not used 〜 


日. 

〜 not used 〜 


日. 

〜 not used 〜 


7. 

〜 not used 〜 


日. 

〜 not used 〜 


日. 

〜 not used 〜 


10. 

〜 not used 〜 


11. 

〜 not used … 


12. 

〜 not used 〜 



励 

「Login Profiles 」 ウィンドウ内でそれぞれのログインプロファイルを表示、構成、変更を行いま 
す。最大12の固有のプロファイルをを義できます。プロファイルが未構成の場合、デフォルト 
のプロファイルリンク名は 「not used 」 です。 


3. ホ使用の□グインプ□ファイルをクリックする。 

次のような個別のプ□ファイルページが表示されます。 



4. 「 Login の」フィールドに□グイン名を人力する。 

励 

この Login ID はリモートスーパーバイザアダプタ II へのリモートアクセス権を与えるときに使 
用します。 
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己. 「 Password 」 フィールドに□グイン ID のパスワードを割り当てる。 

パスワードは5文字上で、そのうち1文字は英字かの文字を使用して<ださい。 

• L 画 

このパスワードはリモートスーパーバイザアダプタ II へのリモートアクセス権を与えるときに 
使用します。 

目 . 「Authority level 」 フィールドで、 「 Readonly 」、「 Read / Wri お」または 「 Custom 」 のいずれかを選 
択して、□グイン ID のアクセス権を設定する。 「 Custom 」 を選択する場合は、さ6に]: i 下の詳細な 
レベルを選択する。 

• User Account Management 

• Remote Console Access 

• Remote Console and Virtual Media Access 

• Remote Server Power/Restart Access 

• Ability to Clear Event Logs 

• Adapter Configuration - Basic 

• Adapter Configuration - Networking & Security 

• Adapter Configuration - Advanced (Firmware Update，Restart ASM , Restore 
Configuration ) 

7. 「Confirm Password 」 フィールド(こ、パスワードをもう一度入力する。 

8 . に ave ] をクリックして、□グイン ID の設定を保をする。 

9. Login Profile ウィンドウをスク□—ルダウンする。 

「Global Login Settings 」 が表示されます。ここで設定する内容はすべての□グインプ□ファイル 
へ適用されます。 


Global Login Settings ® 


These settings apply to all login profiles. 


User authentication method 

1 Local only 

Logins through a modem connection 

1 Disabled とミ 1 

Lockout period after 日 login failures 

|2 茲 1 minutes 

Web inactivity session timeout 

1 User picks timeout 近 | 


10. 「User authentication method 」 フイ ー J レドで 、 「Local only 」、 「LDAP only 」、 「Local first , then 
LDAP 」 または 「LDAP first , then Local 」 のいずれかを選択して、□グイン ID 時の認証方法を設定 
する。 

11. 「Logins through a modem connection 」 フイールドで、 「 Disable 」 または 「 Enable 」 のいずれか 
を選択して、 PPP ユーザがモデム経由でリモートスーパーバイザアダプタ II へダイヤルインする 
ことを許可する。 

12. リモートスーパーバイザアダプタ II への□グインが連続して5◎失敗した場合(こ、その後の□グ 
インを受け付けない時間の設定を 「Lockout period after 5 login failures 」 フイールドで行う。 

時間の選択は rO 、 1、2、3、4、5、7、10、1己、20、30、60、120、180、240分」の中か6 

言た定して、プし台し、 

13. 「Web inactivity session timeout 」 フイ ー J レドで、「1 minute 」、 「己 minutes 」、 「10 minutes 」、 
r 15 minutes 」、 「20 minutes」、「No timeout 」 または 「User picks timeout 」 のいずれかを選択し 
て、□グイン後のリモートスーパーバイザアダプタ II の Web 放置によるタイムアウト時間を設定 
する。 

14. に ave ] をクリ、ソクして 、 Global Login Settings の設定を保をする。 
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アラート (Alerts) 


リモートスーパーバイザアダプタ II では、さまざまな状態に対するアラートを設をできま 
す。「アラート （ Alerts )」 をクリックするとアラートの標準値を設をできます。アラートには 
リモートアラート受信側、アラート試行回数、リモートアラートの発生原因、および□一力 
ルアラートがあります。 


Remote Alert Recipients 

ASM ウインドウのナビゲーションフレームのメニューで [ Alerts ] を選択すると本セクション 
が表示されますが、本装置ではこの機能をサポートしていません(本機能はソフトウエア 
「 ESMPRO 」 でサポートしています。詳細は195ぺージを参照してください）。 


Alert Forwarding 

ASM ウインドウのナビゲーションフレームのメニューで [ Alerts ] を選択してスク□-ルダウ 
ンすると本セクションが表示されますが、本装置ではこの機能をサポートしていません(本 
機能はソフトウエア 「 ESMPRO 」 でサポートしています。詳總ま195ぺージを参照してくださ 
い）。 


リモートアラート試行回数の設定 

次の手順でリモートスーパーバイザアダプタ II がアラートを送信するときの試行回数を設定 
します。 


1 . リモートスーパーバイザアダプタ11(こ□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [ Alerts ] をクリ、ソクし 、 「Global Remote Alert Se な ings 」 の項目まで 
画面をスク□ールダウンする。 


Global Remote Alert Settings ® 

These settings appiv to all remote alert recipients. 

Remote alert retry limit [日 l 句 times 
Delay between entries | o .5 が I minutes 
Delay between retries [0.5 レ逸 minutes 
□ Include event log with e-mail alerts 
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— Rem 饥 e alert retry limit 

ij モートスーパーバイザアダプタ II が受信側(こアラートを送信する試行回数を設定します。 
— Delay between entries 

複数の受信側がある場合、リモートスーパーバイザアダプタ II が次の受信側(こアラートを送 
信するまでの間隔(分） 

— Delay between retries 

リモートスーパーバイザアダプタ II が受信側にアラートを送信するときの再試行の間隔(分) 
を設定します。 

3. 「Include Event Log With E-mail Alerts 」 チェックボックスを選択する。 

すべての電子メールアラート通知(こ□一カルイベント□グを添がします。イベント□グは新しい 
イベント情報の要約を提供するので即座の問題識別やリカバリに効果的です。 

4. ページの最後までスク□ールし、に ave ] をクリックし、設定を保存する。 

U モー ト アラー トの設定 

次の手順で送信するリモートアラートを選択します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ II に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [ Alerts ] をクリ、ソクし 、 「Monitored Alerts 」 の項目まで画面をスク □— 
ルダウンする。 

3. 監視するリモートアラートを選択する。 

リモートアラートは次の重大度レベルがあります。 

—重大アラート (Critical Alert ) 

サーバが機能を停止したことを示すイベント(こついて生成される。に elect all critical alerts 」 
チェックボックスを選択すると、すべての Critical Alert が送信される。 

—警告アラート (Warning Alert ) 

重大レベルまたはエラーレベルに発展する可能性があるイベントについて生成される。 

["Select all warning alerts 」 チェックボックスを選択すると、すべての Warning Ale けが送信 
される。 

—システムアラート （System Alert ) 

システムエラーの結果として発生するイベントについて生成される。 

["Select all system alerts 」 チェックボックスを選択すると、すべての System Alert が送信さ 
れる。 

4. ページの最後までスク□ールし、に ave ] をクリックし、設定を保存する。 
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リモート〇—カルイベントの設定 

次の手順で送信するリモート□一カルイベントを選択します。 

1 . リモートスーパーバイザアダプタ||(こ□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [ Alerts ] をクリ、ソクし 、 「Monitored Local Events 」 の項目まで画面を 
スク□-ルダウンする。 

3. 監視するリモート□一カルイベントを選択する。 

アラート外に発生する□一カルイベントについて生成されます。 

に elect all local events 」 チェックボックスを選択すると、すべての Local Events が送信されま 
す。 

4. ページの最後までスク□ールし、に ave ] をクリックし、設定を保をする。 



ポートアサイメント (Port Assignments) 


ASM ウィンドウのナビゲーシヨンフレームに [Port Assignments ] メニユーが表示されます 
が、ネットワークの [ HTTP ]、[ HTTPS ]、[ Telnet]、[SNMP Agent]、[SNMP Traps ] のを 
値を設ちします。工場化荷時には]: i 下の値で設をされています。 
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ットワークインタフエース (Network Interfaces) 


リモートスーパーバイザアダプタ II では、 LAN 接続または PPP ( Point - to-Point Protocol ) を 
使用したリモートアクセス接続を構成できます。これにより、 Web ブラウザまたは Telnet 
プリケーシヨンを使用したリモートアクセスを実行できます。 

次の手順でリモートスーパーバイザアダプタ II のネットワークインタフエースを設ちしま 


1. ネットワークインタフェースを設定するリモートスーパーバイザアダプタ II に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで 、 [Network Interfaces ] をクリックする。 


Ethernet 


次の手順で Ethernet の設定します。 



1. 「 Interface 」 フイールドが、正 nabled ] になっていることを確認する。 



Interface フィールドは絶対に [ Disabled ] に設定しないでください。 [ Disabled ] に設定ずる 
と 、 RSA II LAN コネクタのインタフエースが無効となり、すべてのリモートスーパーバイザ 
アダプタ II の機能び使用でをなくなります。 

2. 「 DHCP 」 フィールドは 、 [Disabled - Use static IP configuration ] を選択する。 

工場出荷時は [ Disabled ] じ設定されています。 

3. 「Host name 」 フィールド(こ、リモートスーパーバイザアダプタ II のホストをを入力する。 
デフォルトの設定値は ASM A に続けて MAC アドレスです。（例： ASMA 000 D 604602 1 F ) 

4. 「 Location 」 フィールド(こ、サーパの場所を入力する。 

このフィールド(こは、保守などの目的でサーバを横索するときに、即座にサーバがみつけ6れる 
よう詳細に記載して<ださい。 
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己. S ね tic IP Configuration の riP Address 」 フィールドで、リモートスーパーバイザアダプタ II の IP 
アドレスを設定する。 

• L 画 

リモートスーパーバイザアダプタ II の IP アドレスは BIOS Configuration / Setup ユーティリティか 
らも設をできます。詳細については131ぺージの r RSA 11 Setti ngs 」 を参照してください(工場出 
荷時は「192. 168.1 0.1」に設定:されています)。 



8 プ □ セッヴ構成を巧う場台など、 2 台杉上のリモートスーパーバイザアダプタ II をネットワー 
クに接続するには、それぞれに独立した IP アドレスを設定ずる必要びあります。 

目 . 「Subnet mask 」 フィールドで、リモートスーパーバイザアダプタ II のサブネ、ソトマスクを設定す 
る。 

デフォルトの設定值はに55.255.巧 5.0] です。 

7. rGateway address 」 フィールドで、 けー トウエイの IP アドレスを設定する。 

8 . さ6に詳細な設定が必要な場合は、リンクの 「Advanced Ethernet Setup 」 で設定する。 

9. ページの最後まで画面をスク□ールし、に ave ] をクリックする。 

10. ナビゲーシヨンフレームで [ Res ねけ ASM ] をクリックして、変更を有効(こする。 
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ットワークプ □ トコル (Network Protocols) 


ホストをを IP アドレスに変換するには、ドメインネームシステムの NS ) サーバのセットアッ 
プを使用します。メールサーバで電子メールのアラートを構成するには、 SMTP (Simple 
Mail Transfer Protocol ) のセットアップを使用します。 SNMP (Simple Network 
Management Protocol ) のセットアップでは、コミュニティをを義して SNMP トラップの送 
信および SNMP エージエントの設定ができます。 

SNMP を構成する 

1. リモートスーパーバイザアダプタIIに□グインする。 

2 . 「システム設定 (System Settings)」 の ASM Information で、システム速絡先とシステム場所情報 
を設定する（詳細については163ページをご参照ください）。 

3 . ナビゲーシヨンフレームで [Network Protocols] をクリックする。 
iU 下のウィンドウが表示されます。 



4 . 「SNMP Agent」 およびに NMP Traps」 フィールドを使用可能にする。 

に NMP Agent」 フィールドを使用可能にすると、ネットワーク上の SNMP コミュニティにアラー 
卜が転送されます。 SNMP エージェントを使用可能(こする(こは、次の条件を満たす必要がありま 
す。 

—システムの連絡先が r システム設定 (System Settings)」 の ASM Information で指定されてい 

る0 

—システムの場所が r システム設定 (System Settings)」 の ASM Information で指定されている。 
一1つ] U 上のコミュニティをが指定されている。 

-そのコミュニティに1つ] U 上の有効な IP アドレスまたはホストを （DNS が使用可能になって 
いる場合）が指定されている。 



通知方法を SNMP にしているアラート受信側は、 SNMP トラップと SNMP 王ージェントの両 
方び使用可能になっていない限り、アラートを受信でをません。 


174 






















己.コミュニティをセットアップして SNMP エージェントと SNMP マネージャーとの間の管理関係を 
1つ]: > (上定義する。 

それぞれのコミュニティ定義は、次のパラメーターか6構成されます。 

— Name 
— IP address 

巨 . 「Community Name 」 フィールドに、目的のコミュニティに対応するを前または認証ストリングを 
力する。 

7 . [Host Name or IP Address 」 フィールド(こ名'コミュニティマネージャのホストさ)または IP アド 
レスを入力する。 

8 . ページの最後までスク□ールし、に ave ] をクリックし、設定を保存する。 

9 . ナビゲーションフレームで [ Res ねけ ASM ] をクリックして、変更を有効(こする。 

DNS を構成する 

1 . リモートスーパーパイザアダプタ II じ□グインずる。 

2 . ナビゲーションフレームで [Network Protocols ] をクリ、ソクし 、 「Domain Name System ( DNS )」 
セクションまでスク□ールする。 

3 . ネットワーク上で DNS サーバが使用できる場合は、 「 DNS 」 フィールドで DNS を使用可能にする。 

「 DNS 」 フィールドでは、ホストをを IP アドレスに変換するためにネットワーク上で DNS サーバを 
使用するかどうかを指定します。 

4 . DNS を使用可能にした場合は 、 「DNS Server IP Address 」 フィールドに最大 3 台の DNS サーバ(こ 
ついての IP アドレスを入力する。 

「 DNS 」 フィールドは、ネットワーク上の最大3台の DNS サーバの IP アドレスを指定します。 

已.ページの最後までスク□ールし、に ave ] をクリックし、設定を保存する。 

目.ナビゲーションフレームで [ Res ねけ ASM ] をクリックして、変更を有効(こする。 

Telnet Protocol を構成する 

次の手順を完了して、 Telnet Protocol のコネクション数を指をします。 

1 . リモートスーパーバイザアダプタ II に□グインする。 

2 . ナビゲーションフレームで [Network Protocols ] をクリ、ソクし 、 Telnet Pr 饥 ocol のセクションま 
でスク□-ルダウンする。 

3 . Telnet で接続する場合のコネクション数を設定する。 

4 . ページの最後までスク□ールし、に ave ] をクリックし、設定を保存する。 
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SMTP を構成する 


次の手順を完了して、 SMTP サーバの IP アドレスまたはホストをを指をします。 

1 . リモートスーパーバイザアダプタ11(こ□グインする。 

2 . ナビゲーションフレームで [Network Protocols ] をクリ、ソクし、 SMTP のセクションまでスク □— 
ルダウンする。 

3 . SMTP サーバのホストさ)を 「SMTP Server Host Name or IP Address 」 フイールドに人力する。 

このフイールドを使用して、 IP アドレスまたは、 SMTP サーバのホストを （ DNS が使用可能にな 
り構成済みの場合）のどち6かを指定します。 

4 . ページの最後までスク□ールし、に ave ] をクリックし、設定を保存する。 


LDAP Server を構成する （Lightweight Directory 
Access F^rotocol (LDAP) Client) 

ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレームのメニューで [Network Protocols ] を選択してス 
ク□ールダウンすると本セクションが表示されますが、本装置ではこの機能をサポートして 
いません。 


TCP Command Mode Protocol を構成する (TCP 
Command Mode Protocol) 

ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレームのメニユーで [Network Protocols ] を選択して画 
面をスク□ールダウンすると、本セクションが表示されますが、本装置ではこの機能をサ 
ポートしていません。 


Service Location Protocol を構成する （Service 
Location Protocol (SLP)) 

ASM ウインドウのナビゲーションフレームのメニューで [Network Protocols ] を選択して画 
面をスク□ールダウンすると、本セクションが表示されますが、本装置ではこの機能をサ 
ポートしていません。 



セキユリテイ （ Security) 


ASM ウィンドウのナビゲーシヨンフレームにに ecurity ] メニユーが表示されますが、本装置 
ではこの機能をサポートしていません。 


構ぶファイルに onfiguration Files) 


リモートスーパーバイザアダプタ II の構成内容は、リモート管理 PC に保管したり、ほかの 
アダプタじ転送したり、またはアダプタ上で保管する前に編集したりすることができます。 
この機能を使用すると、複数の管理対象システムを展開するときに、すべての構成データを 
手操作で入力する必要がありません。 

構成ファイル機能には W 下のものがあります。 

構成を復元する 

リモートスーパーバイザアダプタ II に保管した構成内容は次の手順で復元します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ||(こ□グインする。 

2. ナビゲーシ ョン フレームで [Configuration File ] をクリ、ソクする。 

3. [Restore ASM Configuration 」 セクションで、[参照]をクリックする。 

4. 復元したい構成ファイルを選択し、[開く]をクリックする。 

已.表示されている構成が復元する目的の構成であることを確認し 、 [Restore Configuration ] をク 
リ、ソク する。 

•L 励 

構成を復元する前にファイルを変更したい場合は 、 [Modify and Restore ] あるいは、 [ Restore ] を 
クリックすると構成を変更できます。 

巨.復元処理が完了したことを示すメッセージが表示された6、 「 Res ねな ASM 」 ぺージに移動して、 
[ Res ねけ]をクリックする。 

7. [0 K ] をクリックしてリモートスーパーバイザアダプタ II を再起動させる。 

8 . 現在のブラウザ画面をいったん閉じ、再度□グインし直す。 
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構成を変更して復元 


リモートスーパーバイザアダプタ II で構成を復元する前に、保管した構成の主なフィールド 
の設定を変更できます。復元する前に構成を変更できるので、複数のリモートスーパーバイ 
ザアダプタ II を同じような構成でセットアップするときに便利です。共通の共有情報を入力 
する必要が無く、名前や、 IP アドレスなどの固有値が必要なパラメータを簡単に指定できま 
す。 

次の手順で構成を変更してから復元します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ II に□グインする。 

2. ナビゲーションフレームで [Configuration 円 le ] をクリック する。 

3. [Restore ASM Configuration 」 セクションで、[参照]をクリ、ソクする。 

4. 復元したい構成ファイルを選択し、[開く]をクリックする。 

[参照]の横のボックス内にファイル(絶対パス付き）が表示されます。 

5. [Modify and Restore ] をクリックし、編集巧能な構成要約ぺージを表示させる。 

巨.フィールドの内容を変更するにはテキストボックスをクリ、ソクしてデータを入力する。 

7. 変更した内容が目的の構成内容となっていることを確認し、 「 Res ねけ ASM 」 ぺージに移動し、ナ 
ビゲー ションフ レームで [ Restart ] をクリ 、ソク する。 

8 . [0 K ] をクリックしてリモートスーパーバイザアダプタ II を再起動させる。 

9. 現在のブラウザ画面をいったん閉じ、再度□グインし直す。 


デフオルトの復元 (Restore Defaults) 


リモートスーパーバイザアダプタ II を工場化荷時に戻します。[デフォルトの復元 (Restore 
Defaults )] をクリックすると、そのサーバへの TCP / IP 接続が失われるので、構成ユーティ 
リティを使用してネ、ソトワークインタフエースを□一カルで再構成する必要があります。 

1 —0 デフオルトの復元 (Restore Defaults ) を実行すると、リモートスーパーバイザアダプタ 
JTO II に行ったすべての変更内容は失われます。 


ASM の再起動 (Resta け ASM) 


リモートスーパーバイザアダプタ II を再起動できます。 
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スケーラブル • パーテイシヨニング (Scalable Partitioning) 


本製品は、2台の装置をオプションの 8- Way アップグレード羊、ソトを使用して接続すること 
により、8プ□セ、ソサ構成じすることが巧能です。 

8プ□セ、ソサ構成は、 

-専用ケーブルによる SMP 拡張ポート間接続 
-リモートスーパーバイザアダプタ II 閨のネ、ソトワーク接続 
-を装置の BIOS 設定 

—リモートスーパーバイザアダプタ II の ASM Web インターフエースでの設定 
じよって実現されます。 

リモートスーパバイザアダプタ II での設定変更は r スケーラブル-パーティショニング 
(Scalable Partitioning )」 メニューで行います。 

r スケーラブル-パーティショニング」は、 W 下の4つのメニューから構成されます。 

• 接続の状態表示にね tus ) 

• 接続の作成 (Create Partition ) 

• 接続の制御 (Control Partition ( s )) 

• 接続の削除 (Delete Partition ( s )) 

r スケーラブル-パーティショニング」の詳細は、 8- way アップグレードキ、ソトに添がの説明 
書を参照してください。 


□ グオフ （Log Off) 


リモートスーパーバイザアダプタ II への接続から□グオフするときにこのオプションを使用 
します。 
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